
年間授業計画

墨田工科高等学校  教科  科目
教　 科： 科　 目： 単位数： 単位

対象学年組： 第 1 学年 1 組～ 組

使用教科書： （ ）

教科 の目標：

【 思考力、 判断力、 表現力等】

【 学びに向かう 力、 人間性等】

科目 の目標：

○ ○ ○ 47

47○

【 知識・ 技術】
・ ガス 溶接に関する 基礎的な知識と 応用技術を身
につけ、 も のづく り の意義や役割を 理解し ている
か。
・ 習得し た技術を 元に工夫し て、 よ り 完成度の高
い作品が製作でき る か。

【 思考・ 判断・ 表現】
・ 「 も のづく り 」 において興味・ 関心があり 、 意
欲的に学習する こ と ができ る か。 担当の指示に従
い、 安全に作業を 進める こ と ができ 表現ができ る
か。

【 主体的に学習に取り 組む態度】
安全教育を 理解し ている か。 正し い使用法を 習得
し ている か。 指示通り 正し く 行動でき ている か。
正し い使用法を 習得し ている か。 安定し たガス 溶
接及びアーク 溶接の発生及び運棒ができ ている
か。 溶接法を適切に理解し 、 実践し ている か。 完
成度・ アイ ディ ア

②鋳造・ 手仕上げ実習
〇アルミ 鋳造
　 ・ 砂型の制作（ ト ース カン台、 Vブ
ロ ッ ク ）
　 　 ・ ロ ス ト ワ ッ ク ス 法の型（ レ ー
ザー加工機）
　 　 ・ 鋳込みと その注意点
〇手仕上げ
　 　 ・ やすり のかけ方。
　 　 ・ 光明丹の使用法。
　 　 ・ 鏡面の製作

〇レ ポート 指導

①溶接実習
・ ガス 溶接
  ・ ボンベの取り 扱い方・ 調整器の取
り 付け方
　 ・ ト ーチの説明　 ・ 溶接について( 火
付け・ ビ ード )
　 ・ と も つけについて　 ・ 箱作　 ・ フ
ラ ワ ース タ ンド 支柱製作作業
　 ・ 溶断について
・ アーク 溶接（ 市民講師によ る 技術技
能講習）
　 ・ アーク 溶接での安全作業
　 ・ 被覆アーク 溶接
　 ・ Ｔ Ｉ Ｇ 溶接
　 ・ CO2溶接
　 ・ レ ポート のま と め方について

オリ エンテーショ ン
（ 3班編成によ る ロ ーテーショ ン）

①溶接実習
②鋳造実習
③旋盤実習

【 知識・ 技術】
・ 旋盤に関する 基礎的な知識と 応用技術を身につ
け、 も のづく り の意義や役割を理解し ている か。
・ 習得し た技術を 元に工夫し て、 よ り 完成度の高
い作品が製作でき る か。

【 思考・ 判断・ 表現】
・ 技術を習得し ていく 上で自ら 工夫し て作業を進
める こ と ができ る か。 ・ 安全作業のために、 自ら
行動し 、 安全を 確保する こ と ができ る か。

【 主体的に学習に取り 組む態度】
・ 安全に行動ができ る か。 機械の活用能力。 製作
方法を 理解でき る 。 安全に基本作業ができ る か。
安全かつ正確に作業し 製品を仕上げる こ と ができ
る か。

③旋盤実習
・ 工作機械の基礎と 事故の事例。
・ 各種工具の名称・ 使用方法。
・ 旋盤各部の名称・ 構造・ 操作方法
等。
・ 旋盤の始業前点検と 後片付け･掃除方
法の習得。
・ 切削速度の求め方。
・ 旋盤作業
・ 磨き 作業

工業の各分野に関する 基礎的な知識と 技術を身につ
け、 工業の発展と 環境・ 資源など と 調和の取れたあり
かたおよ び現代社会における 工業の意義や役割を理解
でき る 。

工業技術に関する 諸問題の適切な解決を目指し て、
広い視野から 自ら 考え、 基礎的な知識と 技術を活用
し て適切に判断し 、 その結果を的確に表現する 能力
を身につける こ と が出来る 。

工業技術に興味・ 関心を持ち、 その改善向上を目指
し て意欲的に取り 組むと と も に、 社会の発展をはか
る 創造的、 実践的な態度を身につける こ と が出来
る 。

実教出版　 工業技術基礎　 工業701

工業（ 機械）

【  知　 識　 及　 び　 技　 能 】 工業の各分野について体系的・ 系統的に理解する と と も に、 関連する 技術を身に付ける よ う にする 。

工業に関する 課題を発見し 、 職業人に求めら れる 倫理観を踏ま え合理的かつ創造的に解決する 力を養う 。

職業人と し て 必要な 豊かな 人間性を 育み、 よ り よ い社会の構築を 目指し て 自ら 学び， 工業の発展に主体的かつ協働的に取り 組む態度を 養う 。

工業技術基礎

【 知識及び技能】 【 思考力、 判断力、 表現力等】 【 学びに向かう 力、 人間性等】

工業（ 機械） 工業技術基礎
工業（ 機械） 工業技術基礎 4

○○

○

態
配当
時数

思

140

合計

46○○

単元の具体的な指導目標 指導項目・ 内容 評価規準 知

通
年

【 知識・ 技術】
・ 鋳造に関する 基礎的な知識と 応用技術を身につ
け、 も のづく り の意義や役割を理解し ている か。
・ 習得し た技術を 元に工夫し て、 よ り 完成度の高
い作品が製作でき る か。

【 思考・ 判断・ 表現】
・ 「 も のづく り 」 において興味・ 関心があり 、 意
欲的に学習する こ と ができ る か。 担当の指示に従
い、 安全に作業を 進める こ と ができ 表現ができ る
か。

【 主体的に学習に取り 組む態度】
・ 安全に行動ができ る か。 レ ーザー加工機の活用
能力。 製作方法を 理解でき る か。 安全に基本作業
ができ る か。 安全かつ正確に作業し 製品を仕上げ
る こ と ができ る か。



年間授業計画

墨田工科高等学校  教科  科目
教　 科： 科　 目： 単位数： 単位

対象学年組： 第 1 学年 1 組～ 組

使用教科書： （ ）

教科 の目標：

【 思考力、 判断力、 表現力等】

【 学びに向かう 力、 人間性等】

科目 の目標：

6

5　 投影図のえがき 方
　 1　 投影法
　 2　 投影図のえがき 方

・ 製図の基本である 投影法について理
解し ている 。
・ 正確な投影図を えがく こ と ができ る
実践的な知識を 身につけている 。

【 知識・ 技能】
・ 製図の基本である 投影法について理解し ている 。
【 思考・ 判断・ 表現】
・ 製図の基本である 投影図のえがき 方について理解し てい
る 。
【 主体的に学習に取り 組む態度】
　 基礎製図練習ノ ート の内容に興味を 持ち、 主体的に取り
組んでいる 。

○ ○ ○ 6

4　 基礎的な図形のかき 方
　 1　 基礎的な作図
　 2　 直線と 円弧， 円弧と 円
　 　 　 弧のつなぎ方

・ 基礎的な図形のかき 方について理解
し ている 。
・ 正確な図形を かく こ と ができ る 実践
的な知識を身につけている 。

【 知識・ 技能】
・ 基礎的な図形のかき 方について理解し ている 。
【 思考・ 判断・ 表現】
･基礎的な図形のかき 方について理解し ている 。 創意工夫
（ 思考・ 判断） し ， 正確な図形を かく こ と ( 表現） ができ
る 。
【 主体的に学習に取り 組む態度】
・ 基礎製図練習ノ ート の内容に興味を 持ち、 主体的に取り
組んでいる 。

○ ○ ○

3　 図面に用いる 文字と 線
　 1　 文字
　 2　 線

・ 製図の基本である 文字や線のかき 方
を理解し ている 。
・ 正確で美し い文字や線を表すこ と に
ついて理解し ている 。 実践的な知識を
身につけている 。

【 知識・ 技能】
・ 基礎製図練習ノ ート の見本通り に数字と アルフ ァ ベッ ト
を 正確に書く こ と ができ る 。
【 思考・ 判断・ 表現】
・ 数字と アルフ ァ ベッ ト を 正し く 表せている かを 自ら 判断
でき る 。
【 主体的に学習に取り 組む態度】
・ 基礎製図練習ノ ート の内容に興味を 持ち、 主体的に取り
組んでいる 。

○ ○ ○

工業（ 機械） 機械製図
工業（ 機械） 機械製図 2

機械製図

【 知識及び技能】 【 思考力、 判断力、 表現力等】 【 学びに向かう 力、 人間性等】

実教出版 機械製図　 工業702

工業（ 機械）

【  知　 識　 及　 び　 技　 能 】 ○機械製図の基本を学び， 機械・ 器具の設計製図に至る ま で段階を 追っ て学習する 。

○設計製図の概要を学習する 。

○機械製図に関する 基礎知識を， 総合的にま と める 能力を 身につける 。

各種機械や部品の製作に使用さ れる 図面などの作成
に関する 基礎的・ 基本的な知識と 技術を習得する と
と も に， 各種機械や部品の製作に使用さ れる 図面等
の役割や作図法， 図面などを 正し く 読み， 作成でき
る 力を身につけている 。

各種機械や部品の製作に使用さ れる 図面など の作成
における 諸問題を的確に把握（ 分析） し ， 考察を 深
める と と も に， 機械製図に関する 知識と 技術を活用
し ながら 表現する 力を身につけている 。

各種機械や部品の製作に使用さ れる 図面など を作成
する こ と に興味・ 関心を も ち， 機械製図の意義や役
割の理解およ び諸問題の解決を目指し て， 主体的に
学習に取り 組も う と し ている 。

態
配当
時数

１
学
期

第１ 章　 製図の基礎
１ 　 機械製図と 規格
　 1　 図面の役目と 種類
　 2　 製図の規格
2　 製図用具と その使い方
　 1　 製図用具
　 2　 製図用具の使い方

・ 製図用具の種類や基本的な使い方，
さ ら に用具の特質を生かし た正し い使
い方等について理解し ている 。 実践的
な知識を身につけている 。

【 知識・ 技能】
・ 製図用具の種類や基本的な使い方， さ ら に用具の特質を
生かし た正し い使い方等について理解し ている 。
【 思考・ 判断・ 表現】
・ 製図用具の種類や基本的な使い方， さ ら に用具の特質を
生かし た正し い使い方等について理解し ている 。
【 主体的に学習に取り 組む態度】
・ 基礎製図練習ノ ート の内容に興味を 持ち、 主体的に取り
組んでいる 。

○ ○ ○ 4

単元の具体的な指導目標 指導項目・ 内容 評価規準 知 思

6



○ ○

6

6

2　 寸法記入法
　 1　 基本的な寸法記入法
　 2　 いろ いろ な寸法記入法
　 3　 寸法記入について理解し ている 。

・ 主投影面（ 図） の選び方や配置， 各
種の断面図示等について理解し てい
る 。
・ 実践的な関連知識や技能を身につけ
ている 。
・ 基本的な寸法記入等について理解し
ている 。

【 知識・ 技能】
・ 基本的な寸法記入等について理解し ている 。
【 思考・ 判断・ 表現】
・ 基本的な寸法記入等について理解し ている 。 適切に思考・ 判断
し ， 関連知識と 技能( 表現） を 製図に活用し て いる 。
【 主体的に学習に取り 組む態度】
　 ・ 基本的な寸法記入について理解し ている 。 興味・ 関心を も
ち， 関連知識と 技能の習得に意欲的に取り 組んでいる 。

○

・ 製図の基本である 投影法について理
解し ている 。
・ 正確な展開図を えがく こ と ができ る
実践的な知識を 身につけている 。

【 知識・ 技能】
・ 正確に展開図や相貫体を え がく こ と ができ る 実践的な知識を 身
につけている 。
【 思考・ 判断・ 表現】
・ 展開図や相貫体な ど について理解し ている 。 創意工夫（ 思考・
判断） し ， 正確な展開図や相貫体を えがく こ と ができ る 。
【 主体的に学習に取り 組む態度】
・ 展開図や相貫体な ど について理解し ている 。 興味・ 関心を も
ち， 正確な展開図や相貫体を えがける よ う 意欲的に取り 組んでい
る 。

○ ○ ○ 6

２
学
期

6　 投影図のえがき 方
　 1　 投影法
　 2　 投影図のえがき 方
7　 立体的な図示法
　 1　 等角図のえがき 方

・ 製図の基本である 投影法について理
解し ている 。
・ 正確な投影図を えがく こ と ができ る
実践的な知識を 身につけている 。

【 知識・ 技能】
・ 製図の基本である 投影法について理解し ている 。
【 思考・ 判断・ 表現】
・ 製図の基本である 投影図のえがき 方について理解し てい
る 。 創意工夫（ 思考・ 判断） し ， 正確な投影図を えがく こ
と ができ る 。
【 主体的に学習に取り 組む態度】
・ 基礎製図練習ノ ート の内容に興味を 持ち、 主体的に取り
組んでいる 。

○ ○ ○ 6

8　 展開図
　 1　 立体の展開図
　 2　 相貫体と その展開図

第2章　 製作図
1　 製作図のあら ま し
　 1　 製作図
　 2　 尺度
　 3　 図面の様式
　 4　 製作図のかき 方
　

・ 製作図のかき 方や検図の仕方， およ
び図面の管理等について理解し てい
る 。
・ 実践的な関連知識や技能を身につけ
ている 。

【 知識・ 技能】
・ 製作図のかき 方や検図の仕方， およ び図面の管
理等について理解し ている 。
【 思考・ 判断・ 表現】
　 線を正し く 表せている かを自ら 判断でき る 。
【 主体的に学習に取り 組む態度】
　 製作図を読み取る 力の向上を 目指し 、 自ら 学ぼ
う と し ている 。

○ ○ ○



３
学
期

6　 寸法記入法
　 1　 基本的な寸法記入法
　 2　 いろ いろ な寸法記入
　 　 　 法
　 3　 寸法記入について理解し
　 　 　 ている 。

・ 実践的な関連知識や技能を身につけ
ている 。
・ 基本的な寸法記入等について理解し
ている 。
・ 実践的な関連知識や技能を身につけ
ている 。

【 知識・ 技能】
・ 基本的な寸法記入等について理解し ている 。
【 思考・ 判断・ 表現】
・ 基本的な寸法記入等について理解し ている 。 適切に思考・ 判断
し ， 関連知識と 技能( 表現） を 製図に活用し て いる 。
【 主体的に学習に取り 組む態度】
　 ・ 基本的な寸法記入について理解し ている 。 興味・ 関心を も
ち， 関連知識と 技能の習得に意欲的に取り 組んでいる 。

○ ○ ○

6

4　 図形の表し 方
　 1　 図形の選び方と 配置
　 2　 断面図示
　 3　 特別な図示方法
　 4　 線・ 図形の省略

・ 基本的な寸法記入等について理解し
ている 。
・ 実践的な関連知識や技能を身につけ
ている 。

【 知識・ 技能】
・ 製作図のかき 方や検図の仕方， およ び図面の管
理等について理解し ている 。
【 思考・ 判断・ 表現】
　 線を正し く 表せている かを自ら 判断でき る 。
【 主体的に学習に取り 組む態度】
　 製作図を読み取る 力の向上を 目指し 、 自ら 学ぼ
う と し ている 。

○ ○ ○ 6

第2章　 製作図
3　 製作図のあら ま し
　 1　 製作図
　 2　 尺度
　 3　 図面の様式
　 4　 製作図のかき 方と 検図
　 5　 図面の管理

5　 寸法記入法
　 1　 基本的な寸法記入法
　 2　 いろ いろ な寸法記入
　 　 　 法
　 3　 寸法記入について理解し
　 　 　 ている 。

・ 実践的な関連知識や技能を身につけ
ている 。
・ 基本的な寸法記入等について理解し
ている 。
・ 実践的な関連知識や技能を身につけ
ている 。

【 知識・ 技能】
・ 基本的な寸法記入等について理解し ている 。
【 思考・ 判断・ 表現】
・ 基本的な寸法記入等について理解し ている 。 適切に思考・ 判断
し ， 関連知識と 技能( 表現） を 製図に活用し て いる 。
【 主体的に学習に取り 組む態度】
　 ・ 基本的な寸法記入について理解し ている 。 興味・ 関心を も
ち， 関連知識と 技能の習得に意欲的に取り 組んでいる 。

○ ○ ○ 6

6

・ 製作図のかき 方や検図の仕方， およ
び図面の管理等について理解し てい
る 。
・ 実践的な関連知識や技能を身につけ
ている 。

【 知識・ 技能】
・ 製作図のかき 方や検図の仕方， およ び図面の管
理等について理解し ている 。
【 思考・ 判断・ 表現】
　 線を正し く 表せている かを自ら 判断でき る 。
【 主体的に学習に取り 組む態度】
　 製作図を読み取る 力の向上を 目指し 、 自ら 学ぼ
う と し ている 。

○ ○ ○
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年間授業計画

墨田工科高等学校  教科  科目
教　 科： 科　 目： 単位数： 単位

対象学年組： 第 1 学年 1 組～ 組

使用教科書： （ ）

教科 の目標：

【 思考力、 判断力、 表現力等】

【 学びに向かう 力、 人間性等】

科目 の目標：

情報技術に関する 基礎的な知識と 技術を 理解し 、 情報
技術を 利用し た情報の収集・ 処理・ 活用のために必要
な技術を 身につけている 。

諸問題の解決を めざし てみずから 思考を 深め、 問題
解決方法を 適切に判断する 能力を 身につけており 、
情報技術を 活用し て情報を 処理・ 表現する こ と がで
き る 。

情報技術に関する 基礎的な知識と 技術に関心を も
ち、 その習得に向けて意欲的に取り 組むと と も に、
実際に活用し よ う と する 創造的・ 実践的な態度を 身
につけている 。

態
配当
時数

１

学
期

第６ 章　 ディ ジタ ル化と ハード ウ ェ ア
 ・ 処理装置の構成と 動作

・ 処理装置の基本構成について理解さ せる 。
・ ハード ウ ェ ア と ソ フ ト ウ ェ ア の関係につい
て理解さ せる 。
・ 処理装置の特徴について理解さ せる 。

【 知識・ 技能】
　 処理装置の構成要素を ハード ウ ェ アと ソ フ ト ウ ェ アに区別でき 、 特徴を 理
解し ている 。
【 思考・ 判断・ 表現】
　 コ ンピ ュ ータ がパソ コ ンだけでなく 、 制御や通信など 多く の機器に組み込
まれて活用さ れている こ と が考察でき る 。
【 主体的に学習に取り 組む態度】
　 処理装置がど のよ う な特徴をも っ て利用さ れている かについて関心を も
ち、 意欲的に学習に取り 組も う と し ている 。

○ ○ ○ 2

単元の具体的な指導目標 指導項目・ 内容 評価規準 知 思

8

定期考査

工業（ 機械） 工業情報数理
工業（ 機械） 工業情報数理 2

工業情報数理

【 知識及び技能】 【 思考力、 判断力、 表現力等】 【 学びに向かう 力、 人間性等】

実教出版　 工業情報数理　 工業901

工業（ 機械）

【  知　 識　 及　 び　 技　 能 】 工業の各分野について体系的・ 系統的に理解する と と も に、 関連する 技術を 身に付ける よ う にする 。

工業に関する 課題を 発見し 、 職業人に求めら れる 倫理観を 踏ま え合理的かつ創造的に解決する 力を 養う 。

職業人と し て必要な豊かな人間性を 育み、 よ り よ い社会の構築を 目指し て自ら 学び， 工業の発展に主体的かつ協働的に取り 組む態度を 養う 。

○ ○ 1

第６ 章　 ディ ジタ ル化と ハード ウ ェ ア
・ 数値・ 文字の表し 方

・ コ ンピ ュ ータ で用いる データ の表し
方について理解さ せる 。
・ 10進数、 ２ 進数、 16進数について理
解する と と も に、 それぞれの変換方法
についても 理解する 。

【 知識・ 技能】
　 ２ 進数と 16進数について理解し 、 四則計算や変
換・ 計算ができ る 。
【 思考・ 判断・ 表現】
 10進数の構成から 、 ２ 進数と 16進数の構成が説明
でき る 。
【 主体的に学習に取り 組む態度】
 ２ 進数、 10進数、 16進数など に関心がある 。

○ ○ ○

1
定期考査

○ ○

8

第６ 章　 ディ ジタ ル化と ハード ウ ェ ア
・ 論理回路の基礎

・ ２ 値で演算や制御を行う 論理回路の
基本について理解さ せる 。

【 知識・ 技能】
　 基本論理回路を 用いて、 半加算回路や全加算回路など を 構
成する 技術を 習得し ている 。
【 思考・ 判断・ 表現】
  基本論理回路を 用いた応用回路について、 論理的に考察で
き る 。
【 主体的に学習に取り 組む態度】
 基本論理回路と その応用回路など に関心がある 。

○ ○ ○

・ 簡単な計算プロ グラ ムによ ってデー
タ 型やデータ の入出力方法などを理解
さ せる 。

【 知識・ 技能】
　 整数型・ 実数型・ 文字型データ の取り 扱いについて理解し
ている 。
【 思考・ 判断・ 表現】
　 四則計算プロ グ ラ ム を 読んで、 ど のよ う な結果が出力さ れ
る か考察でき る 。
【 主体的に学習に取り 組む態度】
　 Cはコ ン パイ ラ 言語である こ と や、 プリ プロ セス や関数な
ど のCの特徴に関心がある 。

○ ○ ○ 7

２
学

期

第３ 章　 プロ グラ ミ ングの基礎
・ 流れ図と アルゴリ ズム

・ 順次・ 選択・ 繰返し の三つの基本的
な流れ図と 構造化プロ グラ ミ ングの意
義について理解さ せる 。

【 知識・ 技能】
　 基本的なアルゴ リ ズム を 組み合わせて応用的なアルゴ リ ズ
ム を 作成する 知識を 身につけている 。
【 思考・ 判断・ 表現】
　 最適なプロ グラ ム を 記述する ために必要なアルゴ リ ズム を
考えて流れ図と し て表現でき る 。
【 主体的に学習に取り 組む態度】
　 アルゴ リ ズム を 実現する ための流れ図を 描く こ と に興味を
も ち、 意欲的に学習に取り 組も う と し ている 。

○ ○ ○ 7

第５ 章　 Cによ る プロ グラ ミ ング
・ 四則計算のプロ グラ ミ ング

1

第５ 章　 Cによ る プロ グラ ミ ング
・ 選択処理
・ 繰返し 処理

・ i f 文と swi t ch文について理解さ せ
る 。
・ f or文と whi l e文について理解さ せ
る 。

【 知識・ 技能】
　 i f 文、 el se i f 文、 swi t ch文、 f or文、 whi l e文など につい
て理解し ている 。
【 思考・ 判断・ 表現】
　 選択処理プロ グ ラ ム 、 繰返し プロ グ ラ ム を 読んで、 ど のよ
う な結果が出力さ れる か考察でき る 。
【 主体的に学習に取り 組む態度】
　 選択処理・ 繰返し 処理など のプロ グ ラ ム に関心を も ち、 意
欲的に学習に取り 組も う と し ている 。

○ ○ ○ 7

定期考査
○ ○

・ コ ンピ ュ ータ の正し い利用手続き 、
キーボード やマウ ス の基本的な操作に
ついて理解さ せる 。
・ 作成し たデータ 保存やデータ 利用に
必要な補助記憶装置の取り 扱いについ
て理解さ せる 。

【 知識・ 技能】
　 キーボード やマウ ス を 扱う 技術を 習得し ている 。
【 思考・ 判断・ 表現】
　 各種記憶装置の取り 扱い方の必要性が判断でき る 。
【 主体的に学習に取り 組む態度】
　 コ ン ピ ュ ータ の起動・ 終了、 キ ーボード の操作、 マウ ス の
基本操作、 記憶装置の取り 扱いなど に関心を も ち、 意欲的に
学習に取り 組も う と し ている 。 。

○ ○ ○

7

定期考査
○ ○ 1

第５ 章　 Cによ る プロ グラ ミ ング
・ 配列
・ 関数

【 知識・ 技能】
　 配列およ び関数を 理解し 、 配列およ び関数を 用いたプロ グ
ラ ム を 作成する 技術を 習得し ている 。
【 思考・ 判断・ 表現】
　 配列のプロ グラ ム 、 関数を 用いたプロ グラ ム など を 読ん
で、 ど のよ う な結果が出力さ れる か考察でき る 。
【 主体的に学習に取り 組む態度】
　 配列およ び関数のプロ グ ラ ム に関心を も ち、 意欲的に学習
に取り 組も う と し ている 。

○ ○ ○

第２ 章　 コ ンピュ ータ の基本操作と ソ
フト ウ ェ ア
・ アプリ ケーショ ンソ フ ト ウ ェ ア

・ どのよ う なアプリ ケーショ ンソ フト
ウ ェ アがある か理解さ せ、 実際に使え
る よ う にする 。 （ プレゼンテーショ ン
支援ソ フ ト ウ ェ ア）

【 知識・ 技能】
　 アプリ ケ ーショ ン ソ フ ト ウ ェ ア に共通する 基本的な操作な
ど の技術を 習得し ている 。
【 思考・ 判断・ 表現】
　 アプリ ケ ーショ ン ソ フ ト ウ ェ ア の中から 必要なソ フ ト ウ ェ
アを 選択する こ と ができ る 。
【 主体的に学習に取り 組む態度】
　 プレ ゼン テーショ ン 支援ソ フ ト ウ ェ アに関心を も ち、 意欲
的に学習に取り 組も う と し ている 。

○ ○ ○ 7

３
学

期

6

第２ 章　 ソ フト ウ ェ アやサービス の利
用
・ アプリ ケーショ ンソ フ ト ウ ェ ア

・ どのよ う なアプリ ケーショ ンソ フト
ウ ェ アがある か理解さ せ、 実際に使え
る よ う にする 。 （ 日本語ワ ード プロ
セッ サ・ 表計算ソ フト ウ ェ ア）

【 知識・ 技能】
　 アプリ ケ ーショ ン ソ フ ト ウ ェ ア に共通する 基本的な操作な
ど の技術を 習得し ている 。
【 思考・ 判断・ 表現】
　 アプリ ケ ーショ ン ソ フ ト ウ ェ ア の中から 必要なソ フ ト ウ ェ
アを 選択する こ と ができ る 。
【 主体的に学習に取り 組む態度】
　 日本語ワ ード プロ セッ サ、 表計算ソ フ ト ウ ェ ア に関心を も
ち、 意欲的に学習に取り 組も う と し ている 。

○ ○ ○ 7

第２ 章　 ソ フト ウ ェ アやサービス の利
用
・ コ ンピュ ータ の基本操作
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年間授業計画

墨田工科高等学校  教科  科目
教　 科： 科　 目： 単位数： 単位

対象学年組： 第 1 学年 1 組～ 組

使用教科書： （ ）

教科 の目標：

【 思考力、 判断力、 表現力等】

【 学びに向かう 力、 人間性等】

科目 の目標：

工業（ 機械） 機械工作
工業（ 機械） 機械工作 1

機械工作

【 知識及び技能】 【 思考力、 判断力、 表現力等】 【 学びに向かう 力、 人間性等】

機械工作に関する 学習を通し て基礎的な知識と 技術を 理解し ， 工
業の発展と 調和のと れたあり かたや現代社会における 工業の意義
や役割を 理解し ている 。 ま た， その成果と し て， も のづく り での
いろ いろ な場面で問題解決を 試みる こ と ができ る よ う に相互に関
連さ せて理解し ている 。

機械工作に関する 諸問題の解決を めざし て自ら 思考
を深め， 基礎的基本的な知識と 技術を活用し て適切
に判断し ， 創意工夫する 能力を身に付けている 。 ま
た， その成果を 適切に表現する こ と ができ る 。

身近な製品に関心を はら う などし て， 機械工作に関
する 基礎的な知識と 技術に関心を 持ち， その習得に
向けて意欲的に取り 組むと と も に実際に活用し よ う
と する 創造的実践的な態度を 身に付けている 。

実教出版　 機械工作１  工業902

工業（ 機械）

【  知　 識　 及　 び　 技　 能 】 工業の各分野について体系的・ 系統的に理解する と と も に、 関連する 技術を 身に付ける よ う にする 。

工業に関する 課題を発見し 、 職業人に求めら れる 倫理観を 踏ま え合理的かつ創造的に解決する 力を養う 。

職業人と し て必要な豊かな人間性を 育み、 よ り よ い社会の構築を 目指し て自ら 学び， 工業の発展に主体的かつ協働的に取り 組む態度を 養う 。

態
配当
時数

１
学
期

第1章
工業計測と 測定用機器
1． 計測の基礎

・ 基本的な測定用語と 工業計測の意義
を理解さ せ， 生産活動の場において測
定用機器を適正に使用する 能力を 身に
付けさ せる 。

【 知識・ 技術】
・ 基本的な測定用語と 工業計測の意義を 理解し ている 。
【 思考・ 判断・ 表現】
・ 測定結果の表し かたについてま と め， 説明する こ と ができ る 。
・ 測定値の信頼性－誤差について分類し ， それぞれについて ま と
め， わかり やすく 説明する こ と ができ る 。
【 主体的に学習に取り 組む態度】
・ も のづく り におけ る 計測する こ と の重要性を 理解し よ う と し て
いる 。 測定結果の表し かた。

○ ○ ○ 5

単元の具体的な指導目標 指導項目・ 内容 評価規準 知 思

1
定期考査

○ ○

5

第1章
工業計測と 測定用機器
2． 測定器

・ 精度・ 感度と それら の関係， およ び
最適な計測器の選択のし かたを 理解さ
せ， 測定器を 適正に選択する 能力を 身
に付けさ せる 。

【 知識・ 技術】
・ 数値の丸め方について理解し ている 。 測定結果の表し 方につい
て理解し ている 。
【 思考・ 判断・ 表現】
・ 測定器の精度と 感度の関係を 考察し ， 説明する こ と ができ る 。
各種の変換方式の測定器について， そのし く みと 特徴について説
明する こ と ができ る
【 主体的に学習に取り 組む態度】
・ 測定結果の表し かた， 測定値の信頼性について関心を 持ち ， 意
欲的に学習に取り 組も う と し ている 。

○ ○ ○



２
学
期

第2章　 機械材料
1　 材料の機械的性質

機械材料に望ま れる 性質や機械材料の
種類， 機械的性質を理解さ せ， 機械材
料の適切な選択と 使用方法を把握さ せ
る

【 知識・ 技術】
・ 基本的な金属材料の性質について理解し て いる 。
【 思考・ 判断・ 表現】
・ 金属材料の表し かたについてま と め， 説明する こ と ができ
る 。 ・ 金属材料の信頼性－誤差について分類し ， それぞれについ
てま と め， わかり やすく 説明する こ と ができ る 。
【 主体的に学習に取り 組む態度】
・ も のづく り におけ る 金属材料の性質の重要性を 理解し よ う と し
ている 。 金属材料の性質計算方法の表し かた 。

○ ○ ○ 6

第2章　 機械材料
2　 金属の結晶と 加工性

鋳造・ 溶接・ 鍛造・ 切削加工・ 研削加
工など を学ぶさ いに， こ れら の加工に
と も なう 機械材料の機械的性質・ 変形
など にま で思考が及ぶよ う に， 機械材
料の機械的性質など を 具体的に把握さ
せる 。

【 知識・ 技術】
・ 金属材料の強さ ・ 伸び・ 絞り 等を 計算によ っ て求めら れる こ と
ついて理解し ている 。 ま た、 金属材料の硬さ について理解し てい
る 。
【 思考・ 判断・ 表現】
・ 金属材料の性質と 硬さ について考察し ， 説明する こ と ができ
る 。 金属材料の測定器について， そのし く みと 特徴について 説明
する こ と ができ る 。
【 主体的に学習に取り 組む態度】
・ 金属材料の計算の求め方， 金属材料の硬さ 試験機の種類につい
て関心を 持ち， 意欲的に学習に取り 組も う と し ている 。

○ ○ ○ 6

定期考査
○ ○ 1



5

第2章　 機械材料
1　 金属の結晶と 加工性

金属・ 合金の結晶構造と 状態変化， 金
属材料の変形と 結晶， 金属材料の加工
性など を理解さ せ， 機械材料の適切な
選択と 使用方法を 把握さ せる 。

【 知識・ 技術】
・ 金属･合金の結晶構造およ び金属組織を 理解し ， 図解でき る 。
金属の状態変化を 理解し ている 。
【 思考・ 判断・ 表現】
・ 金属の結晶格子について， その特徴を 比較し ， 説明する こ と が
でき る 。 金属の状態変化が説明する こ と ができ る 。
【 主体的に学習に取り 組む態度】
・ 金属の結晶構造や金属組織について関心を 持ち， 意欲的に学習
に取り 組も う と し て いる 。

○ ○ ○

第2章　 機械材料
2　 鉄鋼材料

鋳造・ 溶接・ 鍛造・ 切削加工・ 研削加
工など を学ぶさ いに， こ れら の加工に
と も なう 機械材料の機械的性質・ 変
形・ 結晶・ 状態変化など にま で思考が
及ぶよ う に， 機械材料の機械的性質な
ど を 具体的に把握さ せる 。

【 知識・ 技術】
・ 結晶構造図が図解ができ る 。 金属元素記号及び機械工作法につ
いて 理解し ている 。
【 思考・ 判断・ 表現】
・ 合金の結晶構造図を わかり やすく 説明する こ と ができ る 。 工作
法について説明でき る 。
【 主体的に学習に取り 組む態度】
・ 機械材料に望ま れる 性質， 結晶と 状態変化や， 変形と 結晶など
の基礎的な事柄およ び工作法など を 把握し よ う と し ている 。

○ ○ ○ 5

定期考査
○ ○ 1

３
学
期

35

合計



年間授業計画

墨田工科高等学校  教科  科目
教　 科： 科　 目： 単位数： 単位

対象学年組： 第 1 学年 1 組～ 組

使用教科書： （ ）

教科 の目標：

【 思考力、 判断力、 表現力等】

【 学びに向かう 力、 人間性等】

科目 の目標：

機械設計の各分野について、 基礎的な知識と 技術を
体系的・ 系統的に身に付け、 社会環境に適し た機械
設計の意義や役割を理解し ている 。

機械設計に関する 課題を発見し 、 倫理観を踏ま えた
思考・ 判断力に基づいて、 合理的かつ創造的に課題
について考え、 その成果を的確に表現する 力を身に
付ける 。

機械設計に関する 諸事象について関心をも ち、 社会
の改善・ 向上を目指し て、 自ら 学び、 工業の発展に
主体的・ 協働的な態度およ び創造的・ 実践的な態度
を身に付けよ う と し ている 。

態
配当
時数

１
学
期

○ ○ ○ 8

単元の具体的な指導目標 指導項目・ 内容 評価規準 知 思

定期考査
○

工業（ 機械） 機械設計
工業（ 機械） 機械設計 2

機械設計

【 知識及び技能】 【 思考力、 判断力、 表現力等】 【 学びに向かう 力、 人間性等】

実教出版　 機械設計１ 　 工業904

工業（ 機械）

【  知　 識　 及　 び　 技　 能 】 工業の各分野について 体系的・ 系統的に理解する と と も に、 関連する 技術を 身に付ける よ う にする 。

工業に関する 課題を 発見し 、 職業人に求めら れる 倫理観を 踏ま え 合理的かつ創造的に解決する 力を 養う 。

職業人と し て 必要な 豊かな 人間性を 育み、 よ り よ い社会の構築を 目指し て 自ら 学び， 工業の発展に主体的かつ協働的に取り 組む態度を 養う 。

1
定期考査

○ 1

計算技術検定３ 級の過去問を 通じ て、
関数電卓の使用方法を 理解する と と も
に、 計算式の基本的な仕組みを 理解さ
せる 。

・ 計算技術検定３ 級の過去問
・ 関数電卓の使用方法の修得
・ 計算式の仕組みを 理解さ せる

【 知識・ 技能】
　 関数電卓の使用方法を 修得し て、 今後に使用す
る 基礎的な数式を 利用する こ と ができ る 。
【 思考・ 判断・ 表現】
　 板書を写す際に自ら 創意工夫し て、 板書を 映し
ている 。
【 主体的に学習に取り 組む態度】
　 関数電卓の使用において自ら の学習状況を 把握
し 、 学習の進め方について試行錯誤し ている 。

6

第１ 章 機械と 設計
　
　 1. 　 機械のし く み

・ 機械の定義を 理解さ せ、 機械、 器
具、 構造物の違いや機械のなり たちを
考察さ せる 。
・ 機械のなり たちやし く みを 構成部
品・ 機構・ 制御方法、 機械要素の面か
ら 理解さ せる 。
・ 社会における 機械の重要性を 認識さ
せる 。

【 知識・ 技能】
　 機械の定義を 理解し 、 機械がさ ま ざ ま な 機構や要素を 組
み合わせて でき て いる こ と を 理解し て いる 。
【 思考・ 判断・ 表現】
　 機械と はど のよ う な も のか、 機械の定義・ な り た ち ・ 動
き な ど を 考察し 、 機械か否かを 総合的に判断し て いる 。
【 主体的に学習に取り 組む態度】
　 機械に関心を も ち ， 機械の定義, 機械のし く み, 機械の機
構， 機械要素を 探究し よ う と し て いる 。

○ ○ ○ 4

計算技術検定３ 級の過去問を 通じ て、
関数電卓の使用方法を 理解する と と も
に、 計算式の基本的な仕組みを 理解さ
せる 。

・ 計算技術検定３ 級の過去問
・ 関数電卓の使用方法の修得
・ 計算式の仕組みを 理解さ せる

【 知識・ 技能】
　 関数電卓の使用方法を 修得し て 、 今後に使用する 基礎的
な 数式を 利用する こ と ができ る 。
【 思考・ 判断・ 表現】
　 板書を 写す際に自ら 創意工夫し て 、 板書を 映し て いる 。
【 主体的に学習に取り 組む態度】
　 関数電卓の使用において 自ら の学習状況を 把握し 、 学習
の進め方について 試行錯誤し て いる 。

○ ○ ○

○ ○

○ ○ ○

・ 製品ができ る ま での流れを 理解さ せ、 設計
が仕様→総合→解析→評価→( 最適化) →設計
解の流れで行われる こ と を 認識さ せる 。
・ コ ン ピ ュ ータ やイ ン タ ーネッ ト を 利用する
こ と で、 設計業務の効率化にな っ て いる こ と
を 理解さ せる 。
・ よ い機械は設計者の創造性と 経験によ る こ
と を 理解さ せ良い機械の条件を 考察さ せる 。

【 知識・ 技能】
　 設計の進めかたを 理解し 、 新技術の活用やよ い機械について理
解し ている 。
【 思考・ 判断・ 表現】
　 設計の要点を 理解し 、 こ れから の学習にいかすこ と について考
えている 。
【 主体的に学習に取り 組む態度】
　 機械設計に関心を も ち、 設計の進めかたやよ い機械の条件を 探
究し 、 設計の基本を 理解し ， 意欲的に取り 組も う と し ている 。

【 知識・ 技能】
　 直線運動や回転運動の速度・ 加速度の計算法を 理解し ている 。
【 思考・ 判断・ 表現】
　 直線運動や回転運動の速度・ 加速度の計算を モータ など の具体
例を ふま えて踏ま えて考察し 、 運動によ っ て起き る 現象を 考え、
判断・ 表現する 力を 身に付けている 。
【 主体的に学習に取り 組む態度】
　 運動によ っ てど のよ う な力が作用する か、 力によ っ て起き る 運
動を 探究し 、 理解し よ う と し ている 。
　

○

第２ 章　 機械に働く 力と 仕事

　 3. 　 力と 運動の法則

・ 運動の三法則、 運動量保存の法則を
理解さ せる 。

【 知識・ 技能】
　 運動の法則や運動量に関する 基礎知識を 理解し 、 運動す
る 物体と 力の関係を 計算で示す能力を 身に付け て いる 。
【 思考・ 判断・ 表現】
　 運動と 力の関係を 運動の法則を 使っ て 探究し ， 計算過程
を 説明する 力を 身に付けて いる 。
【 主体的に学習に取り 組む態度】
　 運動の種類や法則に関心を も ち ， 物理と の関連に留意し
な がら 運動の三法則を 理解し よ う と し て いる 。

○ ○ ○

○

○ 10

定期考査
1

第２ 章　 機械に働く 力と 仕事

　 2. 　 運　 動

・ 速度と 加速度の意味や計算のし かた
を 理解さ せる 。
・ 回転運動における 周速度・ 角速度、
回転速度、 向心加速度の意味と その計
算のし かたを 理解さ せる 。
・ 具体的事例を 通し て、 事象の計算が
でき る よ う にする 。

8

第２ 章　 機械に働く 力と 仕事

　 1. 　 機械に働く 力

・ 力の大き さ や向き ， 力の合成・ 分
解， 力のつり 合いなど について解析の
手法を 学習さ せる 。
・ 力のモーメ ン ト と 偶力の意味， その
大き さ の計算法について理解さ せる 。
・ 重心の意味と その求めかたを 理解さ
せる 。

【 知識・ 技能】
　 計算によ っ て力のモーメ ン ト ・ 偶力・ 重心を 求める 方法を 理解
し 、 結果を 導き 出すこ と ができ る 。
【 思考・ 判断・ 表現】
　 力を 合成・ 分解する 方法、 力の働き やつり 合い、 重心の求めか
たの流れを 考える こ と ができ 、 適切に表現する こ と ができ る 。
【 主体的に学習に取り 組む態度】
　 機械に働く 力の工学的意義や物体に動き を 与える 力について関
心を も ち、 ど のよ う に設計に役立てる かを 探究し 、 理解し よ う と
する 。

３
学
期

70

２
学
期

第１ 章 機械と 設計
　
　 1. 　 機械のし く み

・ 機械の定義を 理解さ せ、 機械、 器
具、 構造物の違いや機械のなり たちを
考察さ せる 。
・ 機械のなり たちやし く みを 構成部
品・ 機構・ 制御方法、 機械要素の面か
ら 理解さ せる 。
・ 社会における 機械の重要性を 認識さ
せる 。

【 知識・ 技能】
　 機械の定義を 理解し 、 機械がさ ま ざ ま な 機構や要素を 組
み合わせて でき て いる こ と を 理解し て いる 。
【 思考・ 判断・ 表現】
　 機械と はど のよ う な も のか、 機械の定義・ な り た ち ・ 動
き な ど を 考察し 、 機械か否かを 総合的に判断し て いる 。
【 主体的に学習に取り 組む態度】
　 機械に関心を も ち ， 機械の定義, 機械のし く み, 機械の機
構， 機械要素を 探究し よ う と し て いる 。

○ ○ ○ 4

第１ 章 機械と 設計

　 2. 　 機械設計

合計

1

○ ○ ○ 15

定期考査
○

○

10

○ ○

1
定期考査

○ ○



年間授業計画

墨田工科高等学校  教科  科目
教　 科： 科　 目： 単位数： 単位

対象学年組： 第 2 学年 1 組

使用教科書： （ ）

教科 の目標：

【 思考力、 判断力、 表現力等】

【 学びに向かう 力、 人間性等】

科目 の目標：

MC実習
　 Ｎ Ｃ 加工に関する 知識・ 技術を 習得
さ せＭＣ 加工部品を 正確に製作さ せ
る 。
　 Ｎ Ｃ プロ グラ ミ ン グ、 ３ 次元Ｃ Ａ
Ｄ 、 Ｃ Ａ Ｍを Ｐ Ｃ で演習し 習得さ せ
る 。
　 作業手順を 守り 、 安全作業の徹底を
図る 。

フ ラ イ ス 盤実習
　 フ ラ イ ス 加工に関する 知識・ 技術を
習得さ せフ ラ イ ス 加工部品を正確に製
作さ せる 。
　 切削理論（ 切削速度・ 切り 込み・ 送
り ） を 理解さ せる 。
　 作業手順を 守り 、 安全作業の徹底を
図る 。

○

フ ラ イ ス 盤実習
　 ６ 面対の加工方法
　 万力本体の肩部・ あご 部の加工
　 本体と ブラ ッ ケッ ト 取り 付け部ねじ
たて
　 片削り 盤によ る 口金の製作
　 フ ラ イ ス 盤の特徴・ 取り 付け方法

　 小型卓小型卓上万力の各部品を 製作
を 通し て、 各種工作機械の操作方法等
を 習得する 。 上万力の各部品を 製作を
通し て、 各種工作機械の操作方法等を
習得する 。
　 Ｎ Ｃ 加工に関する 知識・ 技術を 習得
さ せＭＣ 加工部品を 正確に製作する 。

○ ○ ○ 40

40

MC実習
　 Ｎ Ｃ プロ グラ ム について
　 Ｎ Ｃ －５ 実習（ キーホルダー製
作）
　 ＭＣ によ る 万力本体１ 切削加工
　 ＭＣ によ る 万力本体２ 切削加工
　 ３ 次元Ｃ Ａ Ｄ について
　 ３ 次元Ｃ Ａ Ｄ よ り Ｃ Ａ Ｍへ展開

○ ○ ○ 40

配当
時数

○

工業（ 機械） 機械実習
工業（ 機械） 機械実習 4

機械実習

【 知識及び技能】 【 思考力、 判断力、 表現力等】 【 学びに向かう 力、 人間性等】

自校作成資料

工業（ 機械）

【  知　 識　 及　 び　 技　 能 】 工業の各分野に関する 技術を 実際の作業に即し て総合的に理解する と と も に、 関連する 技術を 身につけさ せる 。

工業の各分野の技術に関する 課題を 発見し 、 工業に携わる 者と し ての科学的な根拠に基づき 工業技術の進展に対応し 解決する 力を 身につけさ せる 。

工業の各分野に関する 技術向上を 目指し て自ら 学び、 工業の発展に主体的かつ協働的に取り 組む態度を 身につけさ せる 。

工業の見方・ 考え方を 働かせ、 実践的・ 体験的な 学習活動を 通し て、 工業の発展を 担う 職業人と し ての必要な資質・ 能力を 育成する こ と
を 目指す。

工業の各分野に関する 技術を 実際の作業に即し て総
合的に理解する と と も に、 関連する 技術を 身につけ
ている 。

工業の各分野の技術に関する 課題を 発見し 、 工業に
携わる 者と し ての科学的な根拠に基づき 工業技術の
進展に対応し 解決する 力を身につけている 。

工業の各分野に関する 技術向上を 目指し て自ら 学
び、 工業の発展に主体的かつ協働的に取り 組む態度
を身につけている 。

単元の具体的な指導目標 指導項目・ 内容 評価規準 知 思

通
　
年 ○

【 知識・ 技能】
作業の基本操作について正し い知識を 身につけ，
安全に作業ができ る 技術を 身につけている 。
基本操作についての正し い知識を 持ち， 加工法の
技術を身につけている

【 思考・ 判断・ 表現】
作業の基本操作法について， 適切に思考・ 判断
し ， 安全な作業法について説明でき る 力量を 身に
つけている 。
基本操作について， 適切に思考・ 判断し ， その加
工法について的確に表現でき る 技量を 身につけて
いる 。

【 主体的に学習に取り 組む態度】
基本作業について， 主体的に興味・ 関心を持ち，
意欲的に取り 組む態度を身につけている 。
基本操作について， 興味・ 関心を 持ち， その加工
作業に主体的に取り 組む態度を 身につけている 。

旋盤実習
　 親ねじ の製作
　 取り 付けねじ の製作
　 親ねじ 用ハン ド ルつま みの製作
　 取り 付けねじ 用コ マの製作
　 取り 付けねじ 用つま みの製作
　 親ねじ 用ハン ド ルの製作
　 取り 付けねじ 用ハン ド ルの製作
　 ガイ ド 棒の製作
　 引張試験片の製作

旋盤実習
　 １ 年生で学び習得し た技術技能の応
用と し て旋盤加工部品を正確に製作さ
せる 。
　 切削理論（ 切削速度・ 切り 込み・ 送
り ） を 理解さ せる 。
　 作業手順を 守り 、 安全作業の徹底を
図る 。

態



組み立て（ ま と め）
　 卓上万力を 組み立て・ 調整し 完成さ
せる 。

○ ○ ○ 20

組み立て（ ま と め）
　 各生徒が製作し た卓上万力部品を、
組み立て調整（ 再製作） し 、 正常に使
用でき る よ う にする 。



140

合計



年間授業計画

墨田工科高等学校  教科  科目
教　 科： 科　 目： 単位数： 単位

対象学年組： 第 2 学年 1 組～ 組

使用教科書： （ ）

教科 の目標：

【 思考力、 判断力、 表現力等】

【 学びに向かう 力、 人間性等】

科目 の目標：

各種機械や部品の製作に使用さ れる 図面などの作成
に関する 基礎的・ 基本的な知識と 技術を習得する と
と も に， 各種機械や部品の製作に使用さ れる 図面等
の役割や作図法， 図面などを 正し く 読み， 作成でき
る 力を身につけている 。

各種機械や部品の製作に使用さ れる 図面など の作成
における 諸問題を的確に把握（ 分析） し ， 考察を 深
める と と も に， 機械製図に関する 知識と 技術を活用
し ながら 表現する 力を身につけている 。

各種機械や部品の製作に使用さ れる 図面など を作成
する こ と に興味・ 関心を も ち， 機械製図の意義や役
割の理解およ び諸問題の解決を目指し て， 主体的に
学習に取り 組も う と し ている 。

態
配当
時数

１
学
期

第１ 章　 製図の基礎
1　 投影図のえがき 方
　 1　 投影法
　 2　 投影図のえがき 方

・ 製図の基本である 投影法について理
解し ている 。
・ 正確な投影図を えがく こ と ができ る
実践的な知識を 身につけている 。

【 知識・ 技能】
・ 製図の基本である 投影法について理解し ている 。
【 思考・ 判断・ 表現】
・ 製図の基本である 投影図のえがき 方について理解し てい
る 。
【 主体的に学習に取り 組む態度】
　 基礎製図の内容に興味を 持ち、 主体的に取り 組んでい
る 。

○ ○ ○ 6

単元の具体的な指導目標 指導項目・ 内容 評価規準 知 思

9

工業（ 機械） 機械製図
工業（ 機械） 機械製図 3

機械製図

【 知識及び技能】 【 思考力、 判断力、 表現力等】 【 学びに向かう 力、 人間性等】

実教出版　 機械製図　 工業702

工業（ 機械）

【  知　 識　 及　 び　 技　 能 】 ○機械製図の基本を学び， 機械・ 器具の設計製図に至る ま で段階を 追っ て学習する 。

○そのう えで， CADによ る 設計製図の概要を 学習する 。

○機械製図に関する 基礎知識を， 総合的にま と める 能力を 身につける 。

2　 投影図のえがき 方
　 1　 投影法
　 2　 投影図のえがき 方
3　 立体的な図示法
　 1　 等角図のえがき 方

・ 製図の基本である 投影法について理
解し ている 。
・ 正確な投影図を えがく こ と ができ る
実践的な知識を 身につけている 。

【 知識・ 技能】
・ 製図の基本である 投影法について理解し ている 。
【 思考・ 判断・ 表現】
・ 製図の基本である 投影図のえがき 方について理解し てい
る 。 創意工夫（ 思考・ 判断） し ， 正確な投影図を えがく こ
と ができ る 。
【 主体的に学習に取り 組む態度】
・ 基礎製図練習ノ ート の内容に興味を 持ち、 主体的に取り
組んでいる 。

○ ○ ○

1
定期考査

○ ○

9

5　 投影図のえがき 方
　 1　 投影法
　 2　 投影図のえがき 方
6　 立体的な図示法
　 1　 等角図のえがき 方

・ 製図の基本である 投影法について理
解し ている 。
・ 正確な投影図を えがく こ と ができ る
実践的な知識を 身につけている 。

【 知識・ 技能】
・ 製図の基本である 投影法について理解し ている 。
【 思考・ 判断・ 表現】
・ 製図の基本である 投影図のえがき 方について理解し てい
る 。 創意工夫（ 思考・ 判断） し ， 正確な投影図を えがく こ
と ができ る 。
【 主体的に学習に取り 組む態度】
・ 基礎製図練習ノ ート の内容に興味を 持ち、 主体的に取り
組んでいる 。

○ ○ ○ 9

4　 展開図
　 1　 立体の展開図
　 2　 相貫体と その展開図

・ 製図の基本である 投影法について理
解し ている 。
・ 正確な展開図を えがく こ と ができ る
実践的な知識を 身につけている 。

【 知識・ 技能】
・ 正確に展開図や相貫体を え がく こ と ができ る 実践的な知識を 身
につけている 。
【 思考・ 判断・ 表現】
・ 展開図や相貫体な ど について理解し ている 。 創意工夫（ 思考・
判断） し ， 正確な展開図や相貫体を えがく こ と ができ る 。
【 主体的に学習に取り 組む態度】
・ 展開図や相貫体な ど について理解し ている 。 興味・ 関心を も
ち， 正確な展開図や相貫体を えがける よ う 意欲的に取り 組んでい
る 。

○ ○ ○



・ 主投影面（ 図） の選び方や配置， 各
種の断面図示等について理解し てい
る 。
・ 実践的な関連知識や技能を身につけ
ている 。
・ 基本的な寸法記入等について理解し
ている 。

【 知識・ 技能】
・ 基本的な寸法記入等について理解し ている 。
【 思考・ 判断・ 表現】
・ 基本的な寸法記入等について理解し ている 。 適切に思考・ 判断
し ， 関連知識と 技能( 表現） を 製図に活用し て いる 。
【 主体的に学習に取り 組む態度】
　 ・ 基本的な寸法記入について理解し ている 。 興味・ 関心を も
ち， 関連知識と 技能の習得に意欲的に取り 組んでいる 。

○ ○ ○ 9

２
学
期

第2章　 製作図
1　 製作図のあら ま し
　 1　 製作図
　 2　 尺度
　 3　 図面の様式
　 4　 製作図のかき 方
　

・ 製作図のかき 方や検図の仕方， およ
び図面の管理等について理解し てい
る 。
・ 実践的な関連知識や技能を身につけ
ている 。

【 知識・ 技能】
・ 製作図のかき 方や検図の仕方， およ び図面の管
理等について理解し ている 。
【 思考・ 判断・ 表現】
　 線を正し く 表せている かを自ら 判断でき る 。
【 主体的に学習に取り 組む態度】
　 製作図を読み取る 力の向上を 目指し 、 自ら 学ぼ
う と し ている 。

○ ○ ○ 9

2　 寸法記入法
　 1　 基本的な寸法記入法
　 2　 いろ いろ な寸法記入法
　 3　 寸法記入について理解し ている 。
第3章　 CAD製図
1　 CADシス テム
　 1　 CADシス テムの役割
　 2　 CADシス テムの構成

第2章　 製作図
3　 製作図のあら ま し
　 1　 製作図
　 2　 尺度
　 3　 図面の様式
　 4　 製作図のかき 方
　

・ 製作図のかき 方や検図の仕方， およ
び図面の管理等について理解し てい
る 。
・ 実践的な関連知識や技能を身につけ
ている 。

【 知識・ 技能】
・ 製作図のかき 方や検図の仕方， およ び図面の管
理等について理解し ている 。
【 思考・ 判断・ 表現】
　 線を正し く 表せている かを自ら 判断でき る 。
【 主体的に学習に取り 組む態度】
　 製作図を読み取る 力の向上を 目指し 、 自ら 学ぼ
う と し ている 。

○ ○ ○ 9

9

4　 寸法記入法
　 1　 基本的な寸法記入法
　 2　 いろ いろ な寸法記入法
　 3　 寸法記入について理解し ている 。
第3章　 CAD製図
2　 CADシス テム
　 1　 CADシス テムの役割
　 2　 CADシス テムの構成

・ 主投影面（ 図） の選び方や配置， 各
種の断面図示等について理解し てい
る 。
・ 実践的な関連知識や技能を身につけ
ている 。
・ 基本的な寸法記入等について理解し
ている 。

【 知識・ 技能】
・ 基本的な寸法記入等について理解し ている 。
【 思考・ 判断・ 表現】
・ 基本的な寸法記入等について理解し ている 。 適切に思考・ 判断
し ， 関連知識と 技能( 表現） を 製図に活用し て いる 。
【 主体的に学習に取り 組む態度】
　 ・ 基本的な寸法記入について理解し ている 。 興味・ 関心を も
ち， 関連知識と 技能の習得に意欲的に取り 組んでいる 。

○ ○ ○



105

合計

・ 製作図のかき 方や検図の仕方， およ
び図面の管理等について理解し てい
る 。
・ 実践的な関連知識や技能を身につけ
ている 。

【 知識・ 技能】
・ 製作図のかき 方や検図の仕方， およ び図面の管
理等について理解し ている 。
【 思考・ 判断・ 表現】
　 線を正し く 表せている かを自ら 判断でき る 。
【 主体的に学習に取り 組む態度】
　 製作図を読み取る 力の向上を 目指し 、 自ら 学ぼ
う と し ている 。

○ ○ ○

第2章　 製作図
5　 製作図のあら ま し
　 1　 製作図
　 2　 尺度
　 3　 図面の様式
　 4　 製作図のかき 方
　

・ 製作図のかき 方や検図の仕方， およ
び図面の管理等について理解し てい
る 。
・ 実践的な関連知識や技能を身につけ
ている 。

【 知識・ 技能】
・ 製作図のかき 方や検図の仕方， およ び図面の管
理等について理解し ている 。
【 思考・ 判断・ 表現】
　 線を正し く 表せている かを自ら 判断でき る 。
【 主体的に学習に取り 組む態度】
　 製作図を読み取る 力の向上を 目指し 、 自ら 学ぼ
う と し ている 。

○ ○ ○ 9

8

３
学
期

6　 寸法記入法
　 1　 基本的な寸法記入法
　 2　 いろ いろ な寸法記入法
　 3　 寸法記入について理解し ている 。
第3章　 CAD製図
4　 CADシス テム
　 1　 CADシス テムの役割
　 2　 CADシス テムの構成

・ 主投影面（ 図） の選び方や配置， 各
種の断面図示等について理解し てい
る 。
・ 実践的な関連知識や技能を身につけ
ている 。
・ 基本的な寸法記入等について理解し
ている 。

【 知識・ 技能】
・ 基本的な寸法記入等について理解し ている 。
【 思考・ 判断・ 表現】
・ 基本的な寸法記入等について理解し ている 。 適切に思考・ 判断
し ， 関連知識と 技能( 表現） を 製図に活用し て いる 。
【 主体的に学習に取り 組む態度】
　 ・ 基本的な寸法記入について理解し ている 。 興味・ 関心を も
ち， 関連知識と 技能の習得に意欲的に取り 組んでいる 。

○ ○ ○

9

5　 寸法記入法
　 1　 基本的な寸法記入法
　 2　 いろ いろ な寸法記入法
　 3　 寸法記入について理解し ている 。
第3章　 CAD製図
3　 CADシス テム
　 1　 CADシス テムの役割
　 2　 CADシス テムの構成

・ 主投影面（ 図） の選び方や配置， 各
種の断面図示等について理解し てい
る 。
・ 実践的な関連知識や技能を身につけ
ている 。
・ 基本的な寸法記入等について理解し
ている 。

【 知識・ 技能】
・ 基本的な寸法記入等について理解し ている 。
【 思考・ 判断・ 表現】
・ 基本的な寸法記入等について理解し ている 。 適切に思考・ 判断
し ， 関連知識と 技能( 表現） を 製図に活用し て いる 。
【 主体的に学習に取り 組む態度】
　 ・ 基本的な寸法記入について理解し ている 。 興味・ 関心を も
ち， 関連知識と 技能の習得に意欲的に取り 組んでいる 。

○ ○ ○ 9

第2章　 製作図
4　 製作図のあら ま し
　 1　 製作図
　 2　 尺度
　 3　 図面の様式
　 4　 製作図のかき 方
　



年間授業計画

墨田工科高等学校  教科  科目
教　 科： 科　 目： 単位数： 単位

対象学年組： 第 2 学年 1 組～ 組

使用教科書： （ ）

教科 の目標：

【 思考力、 判断力、 表現力等】

【 学びに向かう 力、 人間性等】

科目 の目標：

工業（ 機械） 機械工作
工業（ 機械） 機械工作 2

機械工作

【 知識及び技能】 【 思考力、 判断力、 表現力等】 【 学びに向かう 力、 人間性等】

機械工作に関する 学習を通し て基礎的な知識と 技術を理解し 、 工
業の発展と 調和のと れたあり かたや現代社会における 工業の意義
や役割を 理解し ている 。 ま た、 その成果と し て、 も のづく り での
いろいろ な場面で問題解決を 試みる こ と ができ る よ う に相互に関
連さ せて理解し ている 。

機械工作に関する 諸問題の解決をめざし て自ら 思考
を深め、 基礎的基本的な知識と 技術を活用し て適切
に判断し 、 創意工夫する 能力を身に付けている 。 ま
た、 その成果を適切に表現する こ と ができ る 。

身近な製品に関心を払う などし て、 機械工作に関す
る 基礎的な知識と 技術に関心を持ち、 その習得に向
けて意欲的に取り 組むと と も に実際に活用し よ う と
する 創造的実践的な態度を身に付けている 。

実教出版　 機械工作１ 　 工業708　 、 機械工作２ 　 工業708　

工業（ 機械）

【  知　 識　 及　 び　 技　 能 】 工業の各分野について体系的・ 系統的に理解する と と も に、 関連する 技術を身に付ける よ う にする 。

工業に関する 課題を発見し 、 職業人に求めら れる 倫理観を踏ま え合理的かつ創造的に解決する 力を養う 。

職業人と し て必要な豊かな人間性を育み、 よ り よ い社会の構築を目指し て自ら 学び， 工業の発展に主体的かつ協働的に取り 組む態度を養う 。

態
配当
時数

１
学
期

第3章　 鋳造
　 1　 鋳造法と 鋳型

・ 鋳物に共通する 特徴およ びいろいろな鋳造
法と その製品例などによ り 鋳造のあら ま し を
把握さ せ、 適切な鋳造法が選択でき る 能力を
身に付けさ せる 。 砂型鋳造法と 各種の鋳造法
と の比較によ り 鋳型の種類， およ び鋳型のつ
く り かた、 鋳込みなどの一連の工程と 各工程
における 留意事項を把握さ せ、 各種の鋳造法
を有効に活用でき る 能力を身に付けさ せる 。

【 知識・ 技能】
　 金属の融点と 鋳込みのみなど の一連の鋳造工程と 各工程における
留意事項を 把握し 、 鋳物材料の溶解方法について理解し ている 。
【 思考・ 判断・ 表現】
　 各種の鋳造法が生ま れた背景を 考察し 、 使用用途など を 整理し
て、 わかり やすく 説明する こ と ができ る 。
【 主体的に学習に取り 組む態度】
　 各種の鋳造法に関心を 持ち， 意欲的に学習に取り 組も う と し てい
る 。

○ ○ ○ 9

単元の具体的な 指導目標 指導項目・ 内容 評価規準 知 思

定期考査
○ ○ 1

1
定期考査

○ ○

9

第3章　 鋳造
　 2　 金属の溶解方法と 鋳物の品質

・ 金属の融点と 鋳込みなど の一連の鋳
造工程と 各工程における 留意事項を 把
握さ せ、 鋳物材料の溶解方法について
理解さ せる 。 健全な 鋳物を つく る た め
のく ふう と 検査方法を 把握さ せ、 適切
な 鋳造を 計画し 、 それを 管理する 能力
を 身に付けさ せる 。

【 知識・ 技能】
　 良い鋳物製品を つく る た めの鋳型のいろ いろ な
く ふう について 理解し て いる 。
【 思考・ 判断・ 表現】
　 鋳型のいろ いろ なく ふう について ま と め、 わか
り やすく 説明する こ と ができ る 。
【 主体的に学習に取り 組む態度】
　 鋳物材料と その溶解方法について 関心があ る 。

○ ○ ○

・ 各種のア ーク 溶接に共通な 原理、 特
徴、 留意事項を 理解さ せ、 ア ーク 溶接
を 適切に活用でき る 能力を 身に付けさ
せる 。
・ 各種の抵抗溶接に共通な 原理、 特
徴、 留意事項を 理解さ せ、 抵抗溶接を
適切に活用でき る 能力を 身に付けさ せ
る 。

【 知識・ 技能】
　 各種のア ーク 溶接・ 抵抗溶接の種類や性質など を 把握し 、 も のづ
く り の中で、 用途に合っ た活用ができ る よ う に理解し ている 。
【 思考・ 判断・ 表現】
　 アーク 溶接、 ア ーク 切断、 抵抗溶接についてその特徴を ふま えた
活用法を 説明する こ と ができ る 。
【 主体的に学習に取り 組む態度】
　 アーク 溶接、 抵抗溶接の特徴を 、 身近な製品に関心を 寄せ、 その
観察によ っ て理解し よ う と し ている 。

○ ○ ○ 7

9

２
学
期

第4章　 溶接と 接合
　 1　 溶接と 接合
  2　 ガス 溶接と ガス 切断

・ さ ま ざ ま な 溶接法を 分類し て系統的
に把握さ せ、 適切な 溶接法を 選択でき
る 能力を 身に付けさ せる 。
・ ガス 溶接と 切断の原理、 特徴、 留意
事項を 把握さ せ、 ガス 溶接と 切断を 適
切に活用でき る 能力を 身に付けさ せ
る 。

【 知識・ 技能】
　 ガス 溶接装置、 溶接棒、 フ ラ ッ ク ス の構成や働き と 機械的接合法
と 比べた場合の溶接法の利点について理解し ている 。
【 思考・ 判断・ 表現】
　 各種の接合法や溶接法、 ガス 溶接、 ガス 切断について、 その特徴
を ふま えた活用法を 説明する こ と ができ る 。
【 主体的に学習に取り 組む態度】
　 溶接と 接合の特徴を 、 身近な製品に関心を 寄せ、 その観察によ っ
て理解し よ う と し ている 。

○ ○ ○ 7

第4章　 溶接と 接合
　 3　 ア ーク 溶接と ア ーク 切断
  4　 抵抗溶接

1

第4章　 溶接と 接合
　 5　 いろ いろ な 溶接法
  6　 溶接以外の接合法

・ いろ いろ な 溶接法の原理、 特徴な ど
を 把握さ せ、 いろ いろ な溶接法を 適切
に活用でき る 能力を 身に付け さ せる 。
・ 機械的な 接合、 接着剤によ る 接合の
原理， 特徴な ど を 把握さ せ、 それら を
適切に活用でき る 能力を 身に付けさ せ
る 。

【 知識・ 技能】
　 いろいろな溶接法、 溶接以外の接合法ついて、 その種類や性質などを 把握し 、 用途に
合っ た活用ができ る よ う に理解し ている 。
【 思考・ 判断・ 表現】
　 いろいろな溶接法やろう 接や接着剤によ る 接合について、 それぞれの特徴をふま えた
活用法を 説明する こ と ができ る 。
【 主体的に学習に取り 組む態度】
　 新し い溶接法や身近な製品の製造に使われている 溶接以外の接合法についての技術に
ついて関心を 持ち、 意欲的に学習に取り 組も う と し ている 。

○ ○ ○ 7

定期考査
○ ○

7

定期考査
○ ○ 1

第5章　 塑性加工
　 1　 塑性加工の分類
　 2　 素材の加工

・ いろ いろな加工法と の対比のなかで塑性加
工の特徴を理解さ せ、 塑性加工を適切に活用
でき る 能力を身に付けさ せる 。
・ 板材、 棒材、 管材など の素材の圧延加工、
押出し ・ 引抜き 加工の概要、 加工装置のし く
みについて理解さ せ、 素材の成り 立ちを知る
こ と でそれら を 適切に活用でき る 能力を身に
付けさ せる 。

【 知識・ 技能】
　 板材、 棒材、 管材などの素材の圧延加工、 押出し ・ 引抜き
加工の概要、 加工装置のし く みについて理解し ている 。
【 思考・ 判断・ 表現】
　 板材や棒材の圧延のし く み、 押出し ・ 引抜き 加工について
ま と め、 説明する こ と ができ る 。
【 主体的に学習に取り 組む態度】
　 身近な製品の素材加工に関心を寄せ、 その観察によ っ て理
解し よ う と し ている 。

○ ○ ○

○ 10

第5章　 塑性加工
　 3　 プレ ス 加工
　 4　 鍛造

1
定期考査

○ ○

・ プレ ス 加工の種類、 特徴、 留意事項
な ど を 把握し 、 プレ ス 加工を 適切に活
用でき る 能力を 身に付けさ せる 。
・ 鍛造の種類、 特徴、 留意事項な ど を
把握さ せ、 鍛造を 適切に活用でき る 能
力を 身に付けさ せる 。

【 知識・ 技能】
　 プレ ス 加工の種類や鍛造の種類、 特徴、 留意事項など を 把握し 、
プレ ス 加工を 適切に活用でき る よ う に理解し ている 。
【 思考・ 判断・ 表現】
　 製品のプレ ス 加工、 鍛造の特徴を ふま え、 ど のよ う に行われてい
る か、 説明する こ と ができ る 。
【 主体的に学習に取り 組む態度】
　 プレ ス 加工の特徴、 鍛造の特徴を 身近な製品に関心を 寄せ、 その
観察によ っ て理解し よ う と し ている 。

○ ○ ○

３
学
期

70

合計

第5章　 塑性加工
　 5　 その他の塑性加工
　 6　 型を 用いた 成形法

・ 圧造、 転造、 ス ピ ニン グ 加工の特
徴、 およ び留意事項を 理解さ せ、 それ
ら を 適切に活用でき る 能力を 身に付け
さ せる 。
・ 射出成形、 粉末冶金の特徴およ び留
意事項を 理解さ せ、 それら を 適切に活
用でき る 能力を 身に付けさ せる 。

【 知識・ 技能】
　 圧造、 転造、 ス ピ ニン グ 加工、 射出成形、 粉末冶金の原理の特徴
およ び留意事項を 理解し ている 。
【 思考・ 判断・ 表現】
　 各種の塑性加工法、 射出成形、 粉末冶金について、 その特徴を ふ
ま えた活用法を 説明する こ と ができ る 。
【 主体的に学習に取り 組む態度】
　 その他の塑性加工、 型を 用いた成形法のそれぞれの特徴を 、 身近
な製品に関心を 寄せ、 その観察によ っ て理解し よ う と し ている 。

○ ○



年間授業計画

墨田工科高等学校  教科  科目
教　 科： 科　 目： 単位数： 単位

対象学年組： 第 2 学年 1 組

使用教科書： （

教科 の目標：

【 思考力、 判断力、 表現力等】

【 学びに向かう 力、 人間性等】

科目 の目標：

機械設計について機械に働く 力， 材料及び機械装置
の要素を 踏ま えて理解する と と も に， 関連する 技術
を身に付ける よ う にする 。

機械設計に関する 課題を 発見し ， 技術者と し て科学
的な根拠に基づき 工業技術の進展に対応し 解決する
力を 養う 。

安全で安心な機械を 設計する 力の向上を 目指し て自
ら 学び， 情報技術や環境技術を活用し た製造に主体
的かつ協働的に取り 組む態度を養う 。

態
配当
時数

１
学
期

第二章　 機械に働く 力と 仕事
　 ２ ． 運動

・ 速度と 加速度の意味や計算方法を 学
習さ せる 。
・ 回転運動における 週速度・ 角速度、
回転速度、 向心加速度の意味と その計
算のし かたを 理解さ せる 。

【 知識・ 技能】
速度と 加速度の意味や計算のし かたを 理解し ている 。
【 思考・ 判断・ 表現】
回転運動の種類と 意味を 理解し 、 計算を 実際に行う こ と ができ
る 。
【 主体的に学習に取り 組む態度】
具体的な事例を 通し て事象の計算ができ る 。

○ ○ ○ 5

単元の具体的な指導目標 指導項目・ 内容 評価規準 知 思

6

定期考査

工業（ 機械） 機械設計
工業（ 機械） 機械設計 2

機械設計

【 知識及び技能】 【 思考力、 判断力、 表現力等】 【 学びに向かう 力、 人間性等】

実教出版　 機械設計１ 　 工業710　 ）

工業（ 機械）

【  知　 識　 及　 び　 技　 能 】 工業の各分野について体系的・ 系統的に理解する と と も に， 関連する 技術を 身に付ける よ う にする 。

工業に関する 課題を 発見し ， 職業人に求めら れる 倫理観を 踏ま え合理的かつ創造的に解決する 力を 養う 。

製品の図面の作成及び図面から 製作情報を 読み取る 力の向上を 目指し て自ら 学び， 工業の発展に主体的かつ協働的に取り 組む態度を 養う 。

 工業の見方・ 考え方を 働かせ， 実践的・ 体験的な学習活動を 行い、 職業人と し て必要な資質・ 能力を 育成する こ と を 目指す

○ ○ 1

第二章　 機械に働く 力と 仕事
　 ３ ． 力と 運動の法則

・ 運動の三法則、 運動量保存の法則を
理解さ せる 。

【 知識・ 技能】
SI （ 国際単位系） と 接頭語について理解し て いる 。
【 思考・ 判断・ 表現】
運動の三法則の意味を 理解し 、 説明する こ と ができ る 。
【 主体的に学習に取り 組む態度】
運動の種類や法則に関心を も ち, 運動の三法則を 理解し よ う と し
ている 。

○ ○ ○

1
定期考査

○ ○

7

第二章　 機械に働く 力と 仕事
　 ５ . 　 摩擦と 機械の効率

・ 機械に働く 摩擦の種類と 性質につい
て考察さ せ， その計算法を理解さ せ
る 。
・ 摩擦によ る 損失と 機械効率について
考察さ せ， 計算方法を 理解さ せる 。

【 知識・ 技能】
摩擦の性質や滑り 摩擦と 転がり 摩擦を 理解し ， 摩擦の計算法を 身
に付けている 。 機械の効率の概念と 現状を 理解し ている 。
【 思考・ 判断・ 表現】
摩擦が機械に及ぼす影響について探求し ， 機械の効率が摩擦に左
右さ れる こ と を 表現する 力を 身に付けている 。
【 主体的に学習に取り 組む態度】
摩擦と 機械の効率の関係に関心を も ち， 摩擦を 小さ く する く ふう
や摩擦の利用について探究し ， 理解し よ う と し ている 。

○ ○ ○ 6

第二章　 機械に働く 力と 仕事
  4. 　 仕事と 動力

・ 仕事の定義， 道具や機械の仕事の原理， 仕
事のも と になる エネルギー， 仕事の時間に対
する 割合である 動力について理解さ せる 。
・ エネルギーと 仕事， 動力の表し かた・ 計算
法を 理解さ せ， それら の関係を 理解さ せる 。
・ てこ ・ 輪軸・ 滑車・ 斜面の具体例を 踏ま え
て， 仕事の原理を 理解さ せる 。

【 知識・ 技能】
仕事の概念や原理， エネルギ ーと 動力について理解し ， それら の
計算法を 身に付けて いる 。 エネルギー保存の法則を 理解し て い
る 。
【 思考・ 判断・ 表現】
仕事や動力， 仕事の原理を て こ ・ 輪軸・ 滑車・ 斜面など の道具や
さ ま ざ ま な機械の具体例を 考察でき ， 計算の過程や結果を 表現す
る 力を 身に付けている 。
【 主体的に学習に取り 組む態度】
機械の仕事や動力に関心を も ち， エネルギーと 生活のかかわり や
仕事の原理を 探究し ， 理解し よ う と し ている 。

○ ○ ○



・ 応力と ひずみの関係を 考察さ せ， 応力-ひず
み線図と その内容を 理解さ せる 。
・ 応力の単位， 引張・ 圧縮応力やひずみの意
味， その計算法を 理解さ せる 。
・ 荷重と 変形量の比例関係を 確認し ， 応力と
ひずみの比例定数が材質によ っ て一定である
こ と ， 縦弾性係数を 理解さ せる 。

【 知識・ 技能】
応力を 適切な単位で表現でき ， 応力， ひずみ， 縦弾性係数の関
係， 応力-ひずみ線図を 理解し ている 。
【 思考・ 判断・ 表現】
応力－ひずみ線図， 荷重－変形線図， 弾性限度・ 比例限度・ 降伏
点・ 耐力・ 引張強さ など の説明ができ ， 応力と ひずみの関係を 計
算によ り 表現する 力を 身に付けている 。
【 主体的に学習に取り 組む態度】
荷重と 応力の違い， 変形量と ひずみの違いを 理解し ， 応力と ひず
みの関係を 知ろ う と する 意欲があ り ， 縦弾性係数を 理解し よ う と
し て いる 。

○ ○ ○ 8

２
学
期

第3章　 材料の強さ
　 1. 　 材料に加わる 荷重

・ 材料の機械的性質を 学ぶ意義を 理解
さ せる 。
・ 荷重に関する 用語と 分類について理
解さ せる 。

【 知識・ 技能】
材料に加わる 荷重を 正し く 分類する こ と ができ ， 関連する 用語を
正し く 理解し ている 。
【 思考・ 判断・ 表現】
荷重を 作用のし かた や加わる 速さ によ っ て分類する 力を 身に付け
ている 。
【 主体的に学習に取り 組む態度】
材料に加わる 荷重の種類を 知り ， 身近な実例と その現象を 探究し
よ う と する 態度を 身に付けて いる 。

○ ○ ○ 7

第3章　 材料の強さ
　 2. 　 引張・ 圧縮荷重

1

第３ 章　 材料の強さ
　 3. 　 せん断荷重

・ せん断応力と せん断ひずみは， 既習
の垂直応力と ひずみを 対比し て理解さ
せる 。
・ せん断は， 材料のずれに対する 抵抗
である こ と を 理解さ せる 。
・ 横弾性係数は縦弾性係数を踏ま えて
理解さ せる 。

【 知識・ 技能】
せん断応力， せん断ひずみ， 横弾性係数の関係を 理解し ， 横弾性
係数と 縦弾性係数の違いを 理解し ている 。
【 思考・ 判断・ 表現】
横弾性係数を せん断応力と せん断ひずみを 使っ て説明する 力を 身
に付けている 。
【 主体的に学習に取り 組む態度】
せん断荷重の特質を 考察し ， せん断応力と せん断ひずみ， 横弾性
係数について理解し よ う と し ている 。

○ ○ ○ 6

定期考査
○ ○

6

定期考査
○ ○ 1

第3章　 材料の強さ
4． 温度変化によ る 影響

・ 材料は， 温度変化によ って伸び縮み
し ， それがさ ま たげら れたと き 熱応力
が生じ る こ と と ， その特徴を理解さ せ
る 。

【 知識・ 技能】
熱応力と 縦弾性係数・ 線膨張係数・ 温度差の関係を 理解し ， 熱応
力が材料の長さ や太さ には無関係であ る こ と など を 理解し て い
る 。 材料の熱によ る 伸び・ 縮みを 計算し ， 熱応力を 求める こ と が
でき る 。
【 思考・ 判断・ 表現】
熱応力の原理を 理解し ， 線膨張係数と 関連付けて熱応力を 考える
力を 身に付けている 。
【 主体的に学習に取り 組む態度】
熱応力に関心を も ち ， 熱応力の発生する し く みを 考察し よ う と し
ている 。

○ ○ ○



70

合計

・ 使用応力と 許容応力を 理解し ， 許容
応力を 定める 場合は， 荷重の種類・ 材
料に応じ た基準強さ を も と にする こ と
を理解さ せる 。

【 知識・ 技能】
材料の破壊について 基礎的な 内容を 理解し ， 材料の機械的性質と
関連さ せて， 許容応力や安全率を 計算する こ と ができ る 。
【 思考・ 判断・ 表現】
破壊の原因を 理解し ， 破壊が発生し ない方策を 考え， 許容応力と
安全率の関係から 部材の寸法を 求める 力を 身に付けている 。
【 主体的に学習に取り 組む態度】
機械や構造物を 構成する 部材の変形や破壊に関心を も ち， 破壊の
原因や対策について 探究し ， 理解し よ う と し ている 。

○ ○ ○

1
定期考査

○ ○

定期考査

３
学
期

6

第3章　 材料の強さ
  6.   はり の曲げ

・ はり に生ずる せん断力と 曲げモーメ
ント を 理解さ せる 。
・ せん断力図と 曲げモーメ ント 図のつ
く り かたと 断面二次モーメ ント と 断面
係数の計算方法を 習得さ せる 。

【 知識・ 技能】
はり に生じ る せん断力と 曲げモーメ ン ト ・ 曲げ応力を 求める 方法
を 理解し ， せん断力図と 曲げモーメ ン ト 図を 描く こ と ができ る 。
はり の断面形状・ 寸法に応じ た， たわみを 計算でき る 。 断面二次
モーメ ン ト の定義と 曲げモーメ ン ト の関係を 理解し ている 。
【 思考・ 判断・ 表現】
曲げ応力， 断面二次モーメ ン ト ， 断面係数の関係式よ り ， 適切な
はり について考える 力を 身に付けている 。
【 主体的に学習に取り 組む態度】
曲げを 受ける 機械や構造物の部材の強さ に関心を も ち， はり に生
じ る 応力や変形について探究し ， 実例について考察し よ う と し て
いる 。

○ ○ ○ 8

第3章　 材料の強さ
  5. 　 材料の破壊



s 年間授業計画

墨田工科高等学校  教科  科目
教　 科： 科　 目： 単位数： 単位

対象学年組： 第 2 学年 1 組～ 組

使用教科書： （ ）

教科 の目標：

【 思考力、 判断力、 表現力等】

【 学びに向かう 力、 人間性等】

科目 の目標：

単元の具体的な指導目標 指導項目・ 内容 評価規準 知 思

第２ 章　 流体機械
　 第１ 節　 流体機械のあら ま し
　 　 １ ． 流体機械のあら ま し
　 第２ 節　 流体機械の基礎
　 　 １ ． 流体機械の基本的性質
　 　 ２ ． 圧力

・ いろ いろな流体機械と 、 それら の利
用例を 把握さ せ、 流体の性質や流体の
力学など 流体機械の基礎に係る 事柄に
ついて、 興味や関心を 持たせる 。
・ 流体の基本的な性質を 把握さ せたの
ち、 流体に係る 力学的な考えを 理解さ
せ、 流体機械の適切な活用法を 把握さ
せる 。

【 知識・ 技能】
・ エネルギーが備える べき 性質や、 省エネルギの重要性、
将来のエネルギーのあり 方など を 把握し て、 そこ で得た知
識など を 社会生活の中で活用でき る 。
【 思考・ 判断・ 表現】
・ 流体の基本的な性質を 把握し 、 ま た流体や流体の流れを
力学的に捉えて理解し 、 こ れら のいろ いろ な場面での活用
法を 発表でき る 。
【 主体的に学習に取り 組む態度】
・ 流体の基本的な性質を 把握し 、 ま た流体や流体の流れを
力学的に捉えて理解し 、 こ れら を いろ いろ な場面で活用し
よ う と し ている 。

定期考査
○ ○ ○

12

1

第２ 章　 流体機械
　 第２ 節　 流体機械の基礎
　 　 ３ ． 管路の流れ

原動機のかかわる 基礎的な知識や技術について関心
を持ち、 自ら 学び、 工業の発展に主体的・ 協力的な
態度を育み、 主体的に学習に取り 組も う と し てい
る 。

・ 流体の基本的な性質を 把握さ せたの
ち、 流体に係る 力学的な考えを 理解さ
せ、 流体機械の適切な活用法を 把握さ
せる 。

【 知識・ 技能】
・ 流体の基本的な性質を 把握し 、 ま た流体や流体の流れを
力学的に捉えて理解し 、 こ れら を いろ いろ な場面で活用で
き る 。
【 思考・ 判断・ 表現】
・ 流体の基本的な性質を 把握し 、 ま た流体や流体の流れを
力学的に捉えて理解し 、 こ れら のいろ いろ な場面での活用
法を 発表でき る 。
【 主体的に学習に取り 組む態度】
流体の基本的な性質を 把握し 、 ま た流体や流体の流れを 力
学的に捉えて理解し 、 こ れら を いろ いろ な場面で活用し よ
う と し ている 。

○ ○ ○

態
配当
時数

１
学
期

第１ 章　 エネルギーの利用と 変換
　 エネルギー利用の歴史

・ 人類の進歩に伴う エネルギーの利用
と 原動機の発展の過程を 系統的に把握
さ せ、 いろいろ なエネルギーと 原動機
の関係や特徴を 理解さ せる 。

【 知識・ 技能】
・ エネルギーの利用と 変換がど のよ う に行われて今日に
至っ ている かを 把握し 、 そこ で得た知識を 社会生活の中で
活用ができ る 。
【 思考・ 判断・ 表現】
・ エネルギーの利用と 変換がど のよ う に行われて今日に
至っ ている かを 把握し 、 発表でき る 。
【 主体的に学習に取り 組む態度】
・ エネルギーの利用と 変換がど のよ う に行われて今日に
至っ ている かを 探求し よ う と し ている 。

○ ○ ○ 2

9

定期考査

○ ○ ○

1

工業（ 機械） 原動機
工業（ 機械） 原動機 2

実教出版　 原動機　 工業763

工業（ 機械）

【  知　 識　 及　 び　 技　 能 】 原動機にかかわる 基礎的な知識や技術への関心と 、 その習得に意欲があ り 、 合理的な生産方法を 企画し 、 実際に活用し よ う と し ている 。

原動機にかかわる 問題点を 把握し て分析し 、 それに対処する ために、 こ れま でに修得し た知識や技術など を 活用すと と も に、 そこ で得た知識や経験を 基にし た発表を 行う こ と ができ る 。

原動機のかかわる 基礎的な知識や技術について関心を 持ち、 自ら 学び、 工業の発展に主体的・ 協力的な態度を 育み、 主体的に学習に取り 組も う と し ている 。

○ ○ ○

原動機

【 知識及び技能】 【 思考力、 判断力、 表現力等】 【 学びに向かう 力、 人間性等】

原動機にかかわる 基礎的な知識や技術への関心と 、
その習得に意欲があり 、 合理的な生産方法を企画
し 、 実際に活用し よ う と し ている 。

原動機にかかわる さ ま ざま な事象やそれにかかわる
問題点を把握し て分析し 、 それに対処する ために、
こ れま でに修得し た知識や技術など を活用すと と も
に、 そこ で得た知識や経験を 基にし た発表を 行う こ
と ができ る 。



○

○ ○ ○

○ 10

2

定期考査
1

1

第２ 章　 流体機械
　 第２ 節　 流体機械の基礎
　 　 ５ ． 流れにおける エネルギー損失

・ 流体の基本的な性質を 把握さ せたの
ち、 流体に係る 力学的な考えを 理解さ
せ、 流体機械の適切な活用法を 把握さ
せる 。

【 知識・ 技能】
・ 流体の基本的な性質を 把握し 、 ま た流体や流体の流れを 力学的
に捉えて理解し 、 こ れら を いろ いろ な場面で活用でき る 。
【 思考・ 判断・ 表現】
・ 流体の基本的な性質を 把握し 、 ま た流体や流体の流れを 力学的
に捉えて理解し 、 こ れら のいろ いろ な場面での活用法を 発表でき
る 。
【 主体的に学習に取り 組む態度】
流体の基本的な性質を 把握し 、 ま た流体や流体の流れを 力学的に
捉え て理解し 、 こ れら を いろ いろ な場面で活用し よ う と し て い
る 。

○ ○ ○ 13

○

２
学
期

○

第３ 章　 内燃機関
　 第２ 節　 熱機関の基礎
　 　 １ ． 温度と 熱量

・ 熱機関のサイ ク ルと 熱効率を 理解さ
せて、 熱機関を 有効に活用でき る よ う
にする ために、 熱に関する いろ いろ な
現象を 定性的に把握さ せ、 さ ら に変化
に伴う いろいろ な量を 定量的に扱える
よ う に理解さ せる 。

【 知識・ 技能】
・ ガス の基本的な性質を 把握し 、 状態変化と 状態量、 熱機関のサ
イ ク ルと 熱効率など を 理解し て、 こ れら を いろ いろ な場面で活用
でき る 。
【 思考・ 判断・ 表現】
・ ガス の基本的な性質を 把握し 、 状態変化と 状態量、 熱機関のサ
イ ク ルと 熱効率など を 理解し て、 こ れら のいろ いろ な場面で活用
法を 発表でき る 。
【 主体的に学習に取り 組む態度】
・ ガス の基本的な性質を 把握し 、 状態変化と 状態量、 熱機関のサ
イ ク ルと 熱効率など を 理解し て、 こ れら を いろ いろ な場面で活用
し よ う と し ている 。

○ ○

定期考査
○ ○

第２ 章　 流体機械
　 第２ 節　 流体機械の基礎
　 　 ４ ． 流体のエネルギー

・ 流体の基本的な性質を 把握さ せたの
ち、 流体に係る 力学的な考えを 理解さ
せ、 流体機械の適切な活用法を 把握さ
せる 。

【 知識・ 技能】
・ 流体の基本的な性質を把握し 、 ま た流体や流体
の流れを 力学的に捉えて理解し 、 こ れら をいろ い
ろ な場面で活用でき る 。
【 思考・ 判断・ 表現】
・ 流体の基本的な性質を把握し 、 ま た流体や流体
の流れを 力学的に捉えて理解し 、 こ れら のいろ い
ろ な場面での活用法を 発表でき る 。
【 主体的に学習に取り 組む態度】
流体の基本的な性質を 把握し 、 ま た流体や流体の
流れを力学的に捉えて理解し 、 こ れら を いろ いろ
な場面で活用し よ う と し ている 。

○



○

70

３
学
期

第３ 章　 内燃機関
　 第２ 説　 熱機関の基礎
　 　 １ ． 温度と 熱量

6

第３ 章　 内燃機関
　 第２ 説　 熱機関の基礎
　 　 ２ ． 熱エネルギーと 仕事

・ 熱機関のサイ ク ルと 熱効率を 理解さ
せて、 熱機関を 有効に活用でき る よ う
にする ために、 熱に関する いろ いろ な
現象を 定性的に把握さ せ、 さ ら に変化
に伴う いろいろ な量を 定量的に扱える
よ う に理解さ せる 。

【 知識・ 技能】
・ ガス の基本的な性質を 把握し 、 状態変化と 状態量、 熱機関のサ
イ ク ルと 熱効率など を 理解し て、 こ れら を いろ いろ な場面で活用
でき る 。
【 思考・ 判断・ 表現】
・ ガス の基本的な性質を 把握し 、 状態変化と 状態量、 熱機関のサ
イ ク ルと 熱効率など を 理解し て、 こ れら のいろ いろ な場面で活用
法を 発表でき る 。
【 主体的に学習に取り 組む態度】
・ ガス の基本的な性質を 把握し 、 状態変化と 状態量、 熱機関のサ
イ ク ルと 熱効率など を 理解し て、 こ れら を いろ いろ な場面で活用
し よ う と し ている 。

○ ○ ○

合計

1
定期考査

○ ○ ○

11

・ 熱機関のサイ ク ルと 熱効率を 理解さ
せて、 熱機関を 有効に活用でき る よ う
にする ために、 熱に関する いろ いろ な
現象を 定性的に把握さ せ、 さ ら に変化
に伴う いろいろ な量を 定量的に扱える
よ う に理解さ せる 。

【 知識・ 技能】
・ ガス の基本的な性質を 把握し 、 状態変化と 状態量、 熱機関のサ
イ ク ルと 熱効率など を 理解し て、 こ れら を いろ いろ な場面で活用
でき る 。
【 思考・ 判断・ 表現】
・ ガス の基本的な性質を 把握し 、 状態変化と 状態量、 熱機関のサ
イ ク ルと 熱効率など を 理解し て、 こ れら のいろ いろ な場面で活用
法を 発表でき る 。
【 主体的に学習に取り 組む態度】
・ ガス の基本的な性質を 把握し 、 状態変化と 状態量、 熱機関のサ
イ ク ルと 熱効率など を 理解し て、 こ れら を いろ いろ な場面で活用
し よ う と し ている 。

○ ○



年間授業計画

墨田工科高等学校  教科  科目
教　 科： 科　 目： 単位数： 単位

対象学年組： 第 2 学年 1 組～ 組

使用教科書： （ ）

教科 の目標：

【 思考力、 判断力、 表現力等】

【 学びに向かう 力、 人間性等】

科目 の目標：

○ ○ ○

3　 情報化社会の権利と モラ ル
4　 情報のセキュ リ ティ 管理

・ コ ン ピ ュ ータ の特徴について理解さ
せる 。
・ コ ン ピ ュ ータ で用いる データ の表し
方について理解さ せる 。

【 知識・ 技能】
　 コ ン ピ ュ ータ の構成要素を ハード ウ ェ ア と ソ フ ト ウ ェ ア に区別
でき 、 特徴を 理解し ている 。
【 思考・ 判断・ 表現】
　 コ ン ピ ュ ータ がパソ コ ン だけでなく 、 制御や通信など 多く の機
器に組み込ま れて活用さ れて いる こ と が考察でき る 。
【 主体的に学習に取り 組む態度】
　 コ ン ピ ュ ータ がど のよ う な 特徴を も ち、 利用さ れている かにつ
いて 関心を も ち、 意欲的に学習に取り 組も う と し ている 。 。

○ ○ ○

定期考査

6

コ ン ピ ュ ータ の基本操作と ソ フ ト ウ ェ
ア
3　 コ ンピ ュ ータ の基本操作
4　 ソ フ ト ウ ェ アの基礎

・ コ ン ピ ュ ータ の正し い利用手続き 、
キーボード やマウ ス の基本的な操作に
ついて理解さ せる 。
・ 作成し たデータ 保存やデータ 利用に
必要な補助記憶装置の取り 扱いについ
て理解さ せる 。

【 知識・ 技能】
　 キーボード やマウ ス を 扱う 技術を 習得し ている 。
【 思考・ 判断・ 表現】
　 各種記憶装置の取り 扱い方の必要性が判断でき る 。
【 主体的に学習に取り 組む態度】
　 コ ン ピ ュ ータ の起動・ 終了、 キーボード の操作、 マウ ス
の基本操作、 記憶装置の取り 扱いなど に関心を も ち、 意欲
的に学習に取り 組も う と し ている 。 。

○ ○ ○ 6

コ ン ピ ュ ータ の基本操作と ソ フ ト ウ ェ
ア
1　 コ ンピ ュ ータ の基本操作
2　 ソ フ ト ウ ェ アの基礎

・ コ ン ピ ュ ータ の正し い利用手続き 、
キーボード やマウ ス の基本的な操作に
ついて理解さ せる 。
・ 作成し たデータ 保存やデータ 利用に
必要な補助記憶装置の取り 扱いについ
て理解さ せる 。

【 知識・ 技能】
　 キーボード やマウ ス を 扱う 技術を 習得し ている 。
【 思考・ 判断・ 表現】
　 各種記憶装置の取り 扱い方の必要性が判断でき る 。
【 主体的に学習に取り 組む態度】
　 コ ン ピ ュ ータ の起動・ 終了、 キーボード の操作、 マウ ス
の基本操作、 記憶装置の取り 扱いなど に関心を も ち、 意欲
的に学習に取り 組も う と し ている 。 。

態
配当
時数

１
学
期

産業社会と 情報技術
1　 コ ンピ ュ ータ の構成と 特徴
2　 情報化の進展と 産業社会

・ コ ン ピ ュ ータ の基本構成について理
解さ せる 。
・ ハード ウ ェ アと ソ フ ト ウ ェ アの関係
について理解さ せる 。

【 知識・ 技能】
　 コ ン ピ ュ ータ の構成要素を ハード ウ ェ ア と ソ フ ト ウ ェ ア に区別
でき 、 特徴を 理解し ている 。
【 思考・ 判断・ 表現】
　 コ ン ピ ュ ータ がパソ コ ン だけでなく 、 制御や通信など 多く の機
器に組み込ま れて活用さ れて いる こ と が考察でき る 。
【 主体的に学習に取り 組む態度】
　 コ ン ピ ュ ータ がど のよ う な 特徴を も ち、 利用さ れている かにつ
いて 関心を も ち、 意欲的に学習に取り 組も う と し ている 。 。

○ ○ ○ 4

単元の具体的な指導目標 指導項目・ 内容 評価規準 知 思

6

定期考査

情報技術に関する 基礎的な知識と 技術を理解し 、 情
報技術を 利用し た情報の収集・ 処理・ 活用のために
必要な技術を 身につけている 。

諸問題の解決を めざし てみずから 思考を 深め、 問題
解決方法を 適切に判断する 能力を 身につけており 、
情報技術を 活用し て情報を処理・ 表現する こ と がで
き る 。

情報技術に関する 基礎的な知識と 技術に関心をも
ち、 その習得に向けて意欲的に取り 組むと と も に、
実際に活用し よ う と する 創造的・ 実践的な態度を 身
につけている 。

３ 級情報技術検定試験標準問題集　 全国工業高等学校長協会

工業（ 機械）

【  知　 識　 及　 び　 技　 能 】 社会における 情報化の進展と 情報の意義や役割を理解する 。

情報技術に関する 知識と 技術を習得する 。

工業の各分野において情報及び情報手段を 主体的に活用する 能力と 態度を身につける 。

工業（ 機械） 情報基礎（ 選択）

工業（ 機械） 情報基礎（ 選択） 2

情報基礎（ 選択）

【 知識及び技能】 【 思考力、 判断力、 表現力等】 【 学びに向かう 力、 人間性等】



6

定期考査

情報技術の活用と 問題の発見・ 解決
10　 マルチメ ディ ア
11　 文書の電子化
12　 問題の発見・ 解決

・ コ ン ピ ュ ータ で用いる データ の表し
方について理解さ せる 。
・ 表計算の活用
・ 表計算の図形活用

【 知識・ 技能】
　 コ ン ピ ュ ータ に周辺装置について理解し ， 適切に接続す
る 技術を 習得し ている 。
【 思考・ 判断・ 表現】
  利用目的に応じ た適切な周辺装置を 選択し 、 提案する こ
と ができ る 。
【 主体的に学習に取り 組む態度】
 処理装置と 周辺装置に関心がある 。 そし て、 意欲的に学習
に取り 組も う と し ている 。

○ ○ ○

２
学
期

情報技術の活用と 問題の発見・ 解決
1　 マルチメ ディ ア
2　 文書の電子化
3　 問題の発見・ 解決

・ コ ン ピ ュ ータ で用いる データ の表し
方について理解さ せる 。
・ 表計算の活用

【 知識・ 技能】
　 コ ン ピ ュ ータ に周辺装置について理解し ， 適切に接続す
る 技術を 習得し ている 。
【 思考・ 判断・ 表現】
  利用目的に応じ た適切な周辺装置を 選択し 、 提案する こ
と ができ る 。
【 主体的に学習に取り 組む態度】
 処理装置と 周辺装置に関心がある 。 そし て、 意欲的に学習
に取り 組も う と し ている 。

○ ○ ○ 6

情報技術の活用と 問題の発見・ 解決
4　 マルチメ ディ ア
5　 文書の電子化
6　 問題の発見・ 解決

情報技術の活用と 問題の発見・ 解決
7　 マルチメ ディ ア
8　 文書の電子化
9　 問題の発見・ 解決

・ コ ン ピ ュ ータ で用いる データ の表し
方について理解さ せる 。
・ 表計算の活用
・ 表計算の図形活用

【 知識・ 技能】
　 コ ン ピ ュ ータ に周辺装置について理解し ， 適切に接続す
る 技術を 習得し ている 。
【 思考・ 判断・ 表現】
  利用目的に応じ た適切な周辺装置を 選択し 、 提案する こ
と ができ る 。
【 主体的に学習に取り 組む態度】
 処理装置と 周辺装置に関心がある 。 そし て、 欲的に学習に
取り 組も う と し ている 。

○ ○ ○ 6

定期考査

・ コ ン ピ ュ ータ で用いる データ の表し
方について理解さ せる 。
・ 表計算の図形活用

【 知識・ 技能】
　 コ ン ピ ュ ータ に周辺装置について理解し ， 適切に接続す
る 技術を 習得し ている 。
【 思考・ 判断・ 表現】
  利用目的に応じ た適切な周辺装置を 選択し 、 提案する こ
と ができ る 。
【 主体的に学習に取り 組む態度】
 処理装置と 周辺装置に関心がある 。 そし て、 意欲的に学習
に取り 組も う と し ている 。

○ ○ ○ 6



情報技術の活用と 問題の発見・ 解決
13　 マルチメ ディ ア
14　 プレ ゼン テーショ ン
15　 文書の電子化
16　 問題の発見・ 解決

・ 収集し た情報を も と に、 他人にわか
り やすく 効果的に考えを 伝える 方法を
身につけさ せる 。
・ 問題解決方法を 発見し 、 伝える こ と
ができ る よ う に身につけさ せる 。

【 知識・ 技能】
　 コ ン ピ ュ ータ に周辺装置について理解し ， 適切に接続す
る 技術を 習得し ている 。
【 思考・ 判断・ 表現】
目的に応じ たマルチメ ディ アコ ン テン ツ や必要な機器の選
択ができ 、 構成を 判断し て決定や提案でき る 。
【 主体的に学習に取り 組む態度】
　 積極的に自分で情報を 収集し て、 分析・ 処理・ 発表する
意欲がある 。

○ ○ ○ 6

定期考査

３
学
期

70

合計

情報技術の活用と 問題の発見・ 解決
5　 マルチメ ディ ア
6　 プレ ゼンテーショ ン
7　 文書の電子化
8　 問題の発見・ 解決

・ 基礎基本と なる プレ ゼンを身に付け
さ せる 。
・ 収集し た情報を も と に、 他人にわか
り やすく 効果的に考えを 伝える 方法を
身につけさ せる 。

【 知識・ 技能】
　 プレ ゼン テーショ ン に必要な機器やソ フ ト ウ ェ アの操作
に関する 技術を 習得し ている 。
【 思考・ 判断・ 表現】
　 目的に応じ たマルチメ ディ アコ ン テン ツ や必要な機器の
選択ができ 、 構成を 判断し て決定や提案でき る 。
【 主体的に学習に取り 組む態度】
　 マルチメ ディ アのハード ウ ェ アやソ フ ト ウ ェ アに関心が
ある 。

○ ○ ○ 6

情報技術の活用と 問題の発見・ 解決
1　 マルチメ ディ ア
2　 プレ ゼンテーショ ン
3　 文書の電子化
4　 問題の発見・ 解決

情報技術の活用と 問題の発見・ 解決
9　 マルチメ ディ ア
10　 プレ ゼン テーショ ン
11　 文書の電子化
12　 問題の発見・ 解決

・ 収集し た情報を も と に、 他人にわか
り やすく 効果的に考えを 伝える 方法を
身につけさ せる 。
・ 問題解決方法を 発見する 。

【 知識・ 技能】
　 コ ン ピ ュ ータ に周辺装置について理解し ， 適切に接続す
る 技術を 習得し ている 。
【 思考・ 判断・ 表現】
  利用目的に応じ た適切な周辺装置を 選択し 、 提案する こ
と ができ る 。
【 主体的に学習に取り 組む態度】
　 積極的に自分で情報を 収集し て、 分析・ 処理・ 発表する
意欲がある 。

○ ○ ○ 6

定期考査

・ 基礎基本と なる プレ ゼンを身に付け
さ せる 。
・ 収集し た情報を も と に、 他人にわか
り やすく 効果的に考えを 伝える 方法を
身につけさ せる 。

【 知識・ 技能】
　 プレ ゼン テーショ ン に必要な機器やソ フ ト ウ ェ アの操作
に関する 技術を 習得し ている 。
【 思考・ 判断・ 表現】
　 目的に応じ たマルチメ ディ アコ ン テン ツ や必要な機器の
選択ができ 、 構成を 判断し て決定や提案でき る 。
【 主体的に学習に取り 組む態度】
　 マルチメ ディ アのハード ウ ェ アやソ フ ト ウ ェ アに関心が
ある 。

○ ○ ○ 6



年間授業計画

墨田工科高等学校  教科  科目
教　 科： 科　 目： 単位数： 単位

対象学年組： 第 3 学年 1 組～ 2 組

使用教科書： （ ）

教科 の目標：

【 思考力、 判断力、 表現力等】

【 学びに向かう 力、 人間性等】

科目 の目標：

実施し ない 実施し ない 実施し ない

レーザ加工によ る も のづく り
【 知識・ 技術】
・ レ ーザ加工に関する 基礎的な知識と 応用技術を身につけ、 も のづく り の意義や役割を理解

し ている か。
・ 習得し た技術を元に工夫し て、 よ り 完成度の高い作品が製作でき る か。

【 思考・ 判断・ 表現】
・ 「 も のづく り 」 において興味・ 関心があり 、 意欲的に学習する こ と ができ る か。 担当の指

示に従い、 安全に作業を進める こ と ができ 表現ができ る か。

【 主体的に学習に取り 組む態度】

・ 安全に行動ができ る か。 レーザー加工機の活用能力。 製作方法を理解でき る か。 安全に基
本作業ができ る か。 安全かつ正確に作業し 製品を仕上げる こ と ができ る か。

鋳造によ る も のづく り
　 砂型鋳造法によ る も のづく り を 通し
て、 鋳造への理解を 深めながら 技術・
技能を 向上を 目指す。 　 ま た、 班で設
定し た課題に取り 組み、 製品を 完成さ
せる こ と を目標と する 。

　 砂型鋳造法の基礎・ 基本から 応用
　 レ ーザー加工機の基本操作から 応用
　 消失模型の製作の基本から 応用

鋳造によ る も のづく り
【 知識・ 技能】
・ 鋳造作業の基本およ び応用操作についての正し い知識を習得し ， 鋳造作業法の技術をよ く

身につけている 。
・ 消失模型の製作を通し て、 レ ーザー加工機の基本およ び応用操作についての正し い知識を

習得し ， 鋳造作業法の技術をよ く 身につけている 。

【 思考・ 判断・ 表現】

・ 鋳造作業の基本およ び応用操作について， 適切に思考・ 判断し ， その加工法について的確
に表現でき る 技量を身につけている 。
・ 消失模型の製作を通し て、 レ ーザー加工機の基本およ び応用操作について， 適切に思考・

判断し ， その加工法について的確に表現でき る 技量を身につけている 。

【 主体的に学習に取り 組む態度】
・ 鋳造作業の基本およ び応用操作について興味・ 関心を持ち， 鋳造作業に主体的に取り 組む
態度を身につけている 。

・ 消失模型の製作を通し て、 レ ーザー加工機について興味・ 関心を持ち， 鋳造作業に主体的
に取り 組む態度を身につけている 。

○ ○ ○

溶接によ る も のづく り
　 各種溶接機を 使用し て溶接の知識・
技術を 習得する 。
　 各自で設定し た課題に取り 組み、 一
人１ 作品の完成を目標と する 。

　 ガス 溶接機の基本操作から 応用
　 被覆アーク 溶接の基本から 応用
　 Co2溶接の基本から 応用
　 TI G溶接の基本から 応用
　 各種材料の特徴

溶接によ る も のづく り
【 知識・ 技術】

・ 各種溶接機に関する 基礎的な知識と 応用技術を身につけ、 も のづく り の意義や役割を理解
し ている か。
・ 習得し た技術を元に工夫し て、 よ り 完成度の高い作品が製作でき る か。

【 思考・ 判断・ 表現】

・ 「 も のづく り 」 において興味・ 関心があり 、 意欲的に学習する こ と ができ る か。 担当の指
示に従い、 安全に作業を進める こ と ができ 表現ができ る か。

【 主体的に学習に取り 組む態度】
・ 安全教育を理解し ている か。 正し い使用法を習得し ている か。 指示通り 正し く 行動でき て
いる か。 正し い使用法を習得し ている か。 溶接法を適切に理解し 、 実践し ている か。 完成

度・ アイ ディ ア

○ ○ ○

通
年

２ 次元・ ３ 次元CAD　 基本・ 応用
　 sol i dworksにおける 、 ２ 次元・ ３ 次
元CADの基本操作と 応用操作を習得す
る 。
　 各自で３ 次元モデルの作成が行える
こ と を 目標と する 。

２ 次元・ ３ 次元CAD　 基本・ 応用
　 sol i dworksの基本操作と 応用課題を
提示し て、 ３ 次元モデリ ング作成し た
３ 次元モデルのアッ セン ブリ の手順。

２ 次元・ ３ 次元CAD　 基本・ 応用

【 知識・ 技能】
・ ２ 次元・ ３ 次元Ｃ Ａ Ｄ の機能や基本操作， 活用等について理解し ている 。
・ 実践的な技能・ 表現力を身につけている 。

【 思考・ 判断・ 表現】

・ ２ 次元・ ３ 次元Ｃ Ａ Ｄ の機能や基本操作， 活用等に適切に思考・ 判断し ， 三次元CADによ
る 画像処理の仕方に創意工夫がみら れる 。

【 主体的に学習に取り 組む態度】
・ ２ 次元・ ３ 次元Ｃ Ａ Ｄ の機能や基本操作， 活用等に興味・ 関心をも ち， 三次元CADによ る
画像処理等に意欲的に取り 組んでいる 。

○ ○ ○

○

単元の具体的な指導目標 指導項目・ 内容 評価規準 知 思

実施し ない 実施し ない 実施し ない

○ ○

レ ーザ加工によ る も のづく り
　 アク リ ルや木材など 各種材料を 使用
し て、 各自で課題を 設定し て設計から
レ ーザ加工ま でを行う 。
　 一人１ 作品の完成を 目標と する 。

　 Cor el DRAWの基本操作と 応用
　 レ ーザ加工機の基本操作
　 材料の選定方法
　 各種材料の特徴

工業（ 機械） 課題研究
工業（ 機械） 課題研究 3

課題研究

【 知識及び技能】 【 思考力、 判断力、 表現力等】 【 学びに向かう 力、 人間性等】

機械分野に関する 基礎的な知識と 技術を身に付け、
安全や環境に配慮し 、 作業の計画を合理的に立て
て、 実際の仕事を 適切に処理する 技能を身に付け
る 。

基礎的な知識と 技術を身に付けて適切な判断を行
い、 その結果を 的確に表現する 能力を身に付ける 。

社会の発展をはかる 創造的、 実践的な態度を 身に付
ける と と も に、 最後ま でやり 遂げる 忍耐力を 習得す
る 。

自校作成資料

工業（ 機械）

【  知　 識　 及　 び　 技　 能 】 基礎的な知識と 技術を 身につけ、 工業の発展と 環境・ 資源など と の調和のと れたあり かたを 理解さ せる 。

態
配当
時数

42

機械に関する 諸問題の適切な解決を目指し 、 広い視野から みずから 考える 能力を 身につける 。

機械に興味・ 関心を持ち、 その改善向上を めざし て意欲的に取り 組む姿勢を 構築する 。



48
実施し ない 実施し ない 実施し ない

実施し ない

２
学
期

実施し ない 実施し ない



合計

実施し ない 実施し ない 実施し ない

３
学
期

105

15



年間授業計画

墨田工科高等学校  教科  科目
教　 科： 科　 目： 単位数： 単位

対象学年組： 第 3 学年 1 組～ 組

使用教科書： （ ）

教科 の目標：

【 思考力、 判断力、 表現力等】

【 学びに向かう 力、 人間性等】

科目 の目標：

○

140

140

合計

熱機関実習
　 熱機関の基本原理と 構造を学び、 熱
機関の分解・ 組立作業を通じ て工具の
取り 扱いを習得する 。 ま た、 各所の測
定を 通じ て測定工具の取り 扱いと 工具
の特性を習得する 。

熱機関実習
　 熱機関の基本原理と 構造
　 エン ジンの分解
　 各種測定工具によ る 、 ピ ス ト ン の測
定
　 エン ジンの組立
　 エン ジン分解・ 組立の報告書整理
　 各種レ ポート 整理

【 知識・ 技術】

・ 熱機関に関する 基礎的な知識と 技術を身につけ、 も のづく り の意義や役割を理解し ている
か。
・ 習得し た技術を元に工夫し て、 よ り 正確な作業ができ る か。

【 思考・ 判断・ 表現】
・ 熱機関の「 構造」 において興味・ 関心があり 、 意欲的に学習する こ と ができ る か。 担当の
指示に従い、 安全に作業を進める こ と ができ 表現ができ る か。

【 主体的に学習に取り 組む態度】
・ 安全に行動ができ る か。 熱機関の活用事例およ び工具の使用方法を理解でき る か。 安全に

基本作業ができ る か。 安全かつ正確に作業し 熱機関の組立ができ る か。
○ ○

電気・ 制御実習
　 機械の技術を 修得する ためには、 NC
工作機械を始めと し た制御の基礎的な
知識と 原理に関する 知識を 修得する 。
　 電気・ 制御では、 電気・ 電子に関す
る 基本的な動作原理、 マイ コ ン を 用い
た電子制御について修得する 。

電気・ 電子実習
　 電気基礎
　 サーキッ ト テス タ
　 ダイ ナモラ ジオラ イ ト の製作
　 シーケンス 制御
　 電気保全３ 級相当の電盤を用いた
シーケンス 制御
　 各種レ ポート 整理

【 知識・ 技術】
・ 電気に関する 基礎的な知識と 応用技術を身につけ、 も のづく り の意義や役割を理解し てい

る か。
・ 習得し た技術を元に工夫し て、 よ り 完成度の高い作品が製作でき る か。

【 思考・ 判断・ 表現】
・ 技術を習得し ていく 上で自ら 工夫し て作業を進める こ と ができ る か。 ・ 安全作業のため

に、 自ら 行動し 、 安全を確保する こ と ができ る か。

【 主体的に学習に取り 組む態度】

・ 安全に行動ができ る か。 機械の活用能力。 製作方法を理解でき る 。 安全に基本作業ができ
る か。 安全かつ正確に作業し 製品を仕上げる こ と ができ る か。

○ ○ ○

実施し ない

歯切盤実習
　 歯切盤に関する 知識・ 技術を 習得さ
せて、 歯切盤によ る 歯車の製作を 行
う 。
歯車の種類に関する 知識を 深め、 歯数
の違いによ る 速度伝達比の変化を 理解
さ せる 。 ま た、 測定工具の取り 扱いと
工具の特性を 習得する 。

　 材料の選定
　 平歯車・ 速度伝達比の計算
　 換え歯車の選定と 確認
　 旋削によ る 素材の加工
　 歯切り 盤作業
　 寸法測定・ 精度検査
　 歯車に関する 練習問題
　 各種レ ポート 整理

【 知識・ 技術】
・ 歯切盤に関する 基礎的な知識と 応用技術を 身につけ、 も のづく り の意義や
役割を 理解し ている か。
・ 習得し た技術を 元に工夫し て、 よ り 完成度の高い作品が製作でき る か。
【 思考・ 判断・ 表現】
・ 「 も のづく り 」 において興味・ 関心があり 、 意欲的に学習する こ と ができ
る か。 担当の指示に従い、 安全に作業を 進める こ と ができ 表現ができ る か。
【 主体的に学習に取り 組む態度】
・ 安全教育を 理解し ている か。 正し い使用法を 習得し ている か。 指示通り 正
し く 行動でき ている か。 正し い使用法を 習得し ている か。

○ ○ ○

実施し ない

工業の各分野に関する 技術の向上を目指し て自ら 学び、 工業の発展に主体的かつ協働的に取り 組む態度を 養う 。

態
配当
時数

通
年

材料試験実習
　 材料試験では、 試験機器の原理・ 構
造・ 取り 扱いや試験方法を じ ゅ う ぶん
に理解する と と も に、 代表的な破壊試
験を 通じ て得ら れた試験結果を 、 整理
し てレ ポート の作成要領など を 習得す
る 。

　 万能試験機によ る 材料試験
　 火花試験
　 各種硬さ 試験によ る 材料試験
　 衝撃試験機によ る 材料試験
　 材料の熱処理
　 各種計測・ 測定
　 各種レ ポート 整理

【 知識・ 技術】

・ 材料試験に関する 基礎的な知識と 応用技術を身につけ、 も のづく り の意義や役割を理解し
ている か。
・ 習得し た技術を元に工夫し て、 よ り 正確な材料試験が行える か。

【 思考・ 判断・ 表現】
・ 材料試験機の正し い使用方法を学び、 安全作業のために、 自ら 行動し 、 安全を確保でき る

か。
【 主体的に学習に取り 組む態度】
・ 安全に行動ができ る か。 機械の活用能力。 材料試験について理解し ている 。 安全に基本作

業が行える か。 安全かつ正確に作業ができ る か。 ○ ○ ○

単元の具体的な指導目標 指導項目・ 内容 評価規準 知 思

自校作成資料

工業科（ 機械）

【  知　 識　 及　 び　 技　 能 】 工業の各分野に関する 技術を 実際の作業に即し て総合的に理解する と と も に、 関連する 技術を身に付ける よ う にする 。

工業の各分野に関する 課題を発見し 、 工業に携わる 者と し て科学的な根拠に基づき 、 工業技術の進展に対応し 解決する 力を養う 。

機械実習

【 知識及び技能】 【 思考力、 判断力、 表現力等】 【 学びに向かう 力、 人間性等】

工業の各分野に関する 技術を 実際の作業に即し て総
合的に理解する と と も に、 関連する 技術を 身につけ
る よ う にする 。

工業の各分野に関する 課題を 発見し 、 工業に携わる
者と し て科学的な根拠に基づき 、 工業技術の進展に
対応し 解決する 力がついている 。

工業の各分野に関する 技術の向上を 目指し て自ら 学
び、 工業の発展に主体的かつ協働的に取り 組む態度
が身についている 。

工業科（ 機械） 機械実習
工業科（ 機械） 機械実習 4



年間授業計画

墨田工科高等学校  教科  科目
教　 科： 科　 目： 単位数： 単位

対象学年組： 第 3 学年 1 組～ 組

使用教科書： （ ）

教科 の目標：

【 思考力、 判断力、 表現力等】

【 学びに向かう 力、 人間性等】

科目 の目標：

各種機械や部品の製作に使用さ れる 図面など の作成に
関する 基礎的・ 基本的な知識と 技術を習得する と と も
に， 各種機械や部品の製作に使用さ れる 図面等の役割
や作図法， 図面など を正し く 読み， 作成でき る 力を身
につけている 。

各種機械や部品の製作に使用さ れる 図面など の作成
における 諸問題を的確に把握（ 分析） し ， 考察を深
める と と も に， 機械製図に関する 知識と 技術を活用
し ながら 表現する 力を身につけている 。

各種機械や部品の製作に使用さ れる 図面などを作成
する こ と に興味・ 関心をも ち， 機械製図の意義や役
割の理解およ び諸問題の解決を目指し て， 主体的に
学習に取り 組も う と し ている 。

態
配当
時数

１
学
期

第4章　 機械要素の製図
1　 ねじ
　 1　 ねじ の基本
　 2　 ねじ 製図
　 3　 ボルト ・ ナッ ト ・ 小ねじ ・ 止
　 　 　 めねじ
2　 軸と 軸継手
　 1　 軸およ びキ ー・ ピ ン
　 2　 フ ラ ン ジ形軸継手
　 3　 自在軸継手
　 4　 ク ラ ッ チ

・ ねじ の基本原理や種類等を 理解し ， ねじ 部
の図示法やボルト ・ ナッ ト の略画法について
学習する 。
・ 各種の関連規格について， その内容を 理解
し ， 実際に活用でき る よ う にする 。
・ 各種軸継手の製図を 通し て， キー溝の表し
方や寸法公差記号の利用について学習する 。

【 知識・ 技能】
　 ねじ の種類や用途， ねじ 製図， ボルト ・ ナッ ト ・ 小ねじ ・ 止めねじ 等について理解し
ている 。 軸と 軸を つなぐ 軸継手等について理解し ている 。
【 思考・ 判断・ 表現】
　 ねじ の種類や用途， ねじ 製図， ボルト ・ ナッ ト ・ 小ねじ ・ 止めねじ 等に適切に思考・
判断し ， 関連知識と 技能を 習得し 活用し ている 。 軸と 軸を つなぐ 軸継手等について適切
に思考・ 判断し ， 関連知識と 技能を 習得し 活用し ている 。
【 主体的に学習に取り 組む態度】
　 ねじ の種類や用途， ねじ 製図， ボルト ・ ナッ ト ・ 小ねじ ・ 止めねじ 等に興味・ 関心を
も ち， 関連知識と 技能の習得に意欲的に取り 組んでいる 。 軸と 軸を つなぐ 軸継手等につ
いて理解し ている 。 興味・ 関心を も ち， 関連知識と 技能の習得に意欲的に取り 組んでい
る 。

○ ○ ○ 14

単元の具体的な指導目標 指導項目・ 内容 評価規準 知 思

14

工業（ 機械） 機械製図
工業（ 機械） 機械製図 3

機械製図

【 知識及び技能】 【 思考力、 判断力、 表現力等】 【 学びに向かう 力、 人間性等】

実教出版　 機械製図　 工業702

工業（ 機械）

【  知　 識　 及　 び　 技　 能 】 工業の各分野について体系的・ 系統的に理解する と と も に、 関連する 技術を身に付ける よ う にする 。

工業に関する 課題を発見し 、 職業人に求めら れる 倫理観を踏ま え合理的かつ創造的に解決する 力を養う 。

職業人と し て必要な豊かな人間性を 育み、 よ り よ い社会の構築を 目指し て自ら 学び， 工業の発展に主体的かつ協働的に取り 組む態度を 養う 。

3　 軸受

　 1　 滑り 軸受

　 2　 転がり 軸受

　 3　 密封装置

4　 歯車

　 1　 歯車の基礎

　 2　 歯車製図

　 3　 平歯車

　 4　 はすば歯車と やま ば

　 　 　 歯車

　 5　 かさ 歯車

　 6　 ウ ォ ーム ギヤ

・ 滑り 軸受， 転がり 軸受， 密封装置の製図について
学習する 。
・ 歯車の種類や各部の名称， その他一般的な 事項に
ついて理解し たう えで， 歯車の図示法や要目表の記
入など 歯車製図に関する 基本的な事項について， 実
技( 演習課題等） を 通し て学習する 。
・ はすば歯車ややま ば歯車， かさ 歯車， ウ オーム ギ
ヤなど の特殊な 歯車について学習する 。

【 知識・ 技能】
　 軸を 支える 軸受等について理解し ている 。 2軸間の動力を 伝える 歯車について理解し
ている 。
【 思考・ 判断・ 表現】
　 軸を 支える 軸受について適切に思考・ 判断し ， 関連知識と 技能を 習得し 活用し てい
る 。 2軸間の動力を 伝える 歯車について適切に思考・ 判断し ， 関連知識と 技能を 習得し
活用し ている 。
【 主体的に学習に取り 組む態度】
　 軸を 支える 軸受等について理解し ている 。 興味・ 関心を も ち， 関連知識と 技能の習得
に意欲的に取り 組んでいる 。 2軸間に動力を 伝える 歯車等に興味・ 関心を も ち， 関連知
識と 技能の習得に意欲的に取り 組んでいる 。

○ ○ ○

14

7　 溶接継手
　 1　 溶接継手の種類
　 2　 溶接部の記号表示
8　 管・ 管継手・ バルブ
　 1　 管
　 2　 管継手
　 3　 バルブ
　 4　 配管図およ び配管系統図

・ 溶接継手の種類や溶接部の記号表示
について， 実例（ 実形） を 踏ま えなが
ら 理解する 。

・ 一般用の鋼管およ びこ れに使われる
管継手と バルブについて， その種類と
図示法を 理解する 。 さ ら に配管の図示
方法について理解する 。

【 知識・ 技能】
　 溶接継手の種類や溶接部の記号表示等について理解し ている 。 管の種類や各種の管継
手等について理解し ている 。
【 思考・ 判断・ 表現】
　 溶接継手の種類や溶接部の記号表示等に適切に思考・ 判断し ， 関連知識と 技能を 習得
し 活用し ている 。 管の種類や各種管継手等に適切に思考・ 判断し ， 関連知識と 技能を 習
得し 活用し ている 。
【 主体的に学習に取り 組む態度】
　 溶接継手の種類や溶接部の記号表示等に興味・ 関心を も ち， 関連知識と 技能の習得に
意欲的に取り 組んでいる 。 管の種類や各種管継手， バルブの種類等に興味・ 関心を も
ち， 関連知識と 技能の習得に意欲的に取り 組んでいる 。

○ ○ ○ 15

5　 プーリ ・ ス プロ ケッ ト
　 1　 Vベルト 伝動
　 2　 歯付ベルト 伝動
　 3　 チェ ーン伝動
6　 ばね
　 1　 ばね
　 2　 ばね製図

・ Vプーリ やス プロ ケッ ト を用いた各種
伝動装置の原理や図示法について学習
する 。
・ ばねの種類や用途， ばねの図示法お
よ び要目表の記入法など ， ばね製図の
基本的な事項について学習する 。

【 知識・ 技能】
　 プーリ やス プロ ケッ ト を 使っ た巻掛け伝動装置について理解し ている 。 ばねの種類や
ばね製図等について理解し ている 。
【 思考・ 判断・ 表現】
　 プーリ やス プロ ケッ ト を 使っ た巻掛け伝動装置について適切に思考・ 判断し ， 関連知
識と 技能を 習得し 活用し ている 。 ばねの種類やばね製図等に適切に思考・ 判断し ， 関連
知識と 技能を 習得し 活用し ている 。
【 主体的に学習に取り 組む態度】
　 プーリ やス プロ ケッ ト を 使っ た巻掛け伝動装置に興味・ 関心を も ち， 関連知識と 技能
の習得に意欲的に取り 組んでいる 。 ばねの種類やばね製図に興味・ 関心を も ち， 関連知
識と 技能の習得に意欲的に取り 組んでいる 。

○ ○ ○

・ こ れま で学んでき た機械製図に関す
る 知識や技術と 機械設計で学んだ知識
と を 融合化し ， 簡単な器具・ 機械の設
計製図の要点・ 手法について学習す
る 。
・ 器具の設計製図例と し て， 豆ジャ ッ
キの設計から 製作図の作成ま でを学習
する 。

【 知識・ 技能】
　 豆ジャ ッ キを 題材と し た設計手順や各部の強度計算など について理解し ている 。 機構
の決定や主要部の計算処理など の実践的な手法を 身につけている 。 設計書を 基に， それ
ぞれの製作図を 作成する こ と ができ る 。
【 思考・ 判断・ 表現】
　 豆ジャ ッ キを 題材と し た， 設計手順や各部の強度計算など に適切に思考・ 判断し ， 機
構の決定や主要部の計算処理など に知識を 活用でき る 。
【 主体的に学習に取り 組む態度】
　 豆ジャ ッ キを 題材に， 設計手順や各部の強度計算等に興味・ 関心を も ち， 機構の決定
や主要部の計算処理など の関連知識や技能の習得に意欲的に取り 組んでいる 。 さ ら に，
設計書を 基に， 製作図の作成に意欲的に取り 組んでいる 。

○ ○ ○ 21

105

２
学
期

第６ 章　 各種の製図
製作図： 「 フ ラ ンジ型たわみ軸継手」

・ 製作図のかき 方や検図の仕方， およ び図面の管理
等について理解し ている 。
・ 実践的な関連知識や技能を 身につけている 。
・ 主投影面（ 図） の選び方や配置， 各種の断面図示
等について理解し ている 。
・ 実践的な関連知識や技能を 身につけている 。
・ 基本的な寸法記入等について 理解し ている 。

【 知識・ 技能】
　 製作図のかき 方や検図の仕方， およ び図面の管理等について理解し ている 。 基本的な
寸法記入等について理解し ている 。
【 思考・ 判断・ 表現】
　 線を 正し く 表せている かを 自ら 判断でき る 。 基本的な寸法記入等について理解し てい
る 。 適切に思考・ 判断し ， 関連知識と 技能( 表現） を 製図に活用し ている 。
【 主体的に学習に取り 組む態度】
　 製作図を 読み取る 力の向上を 目指し 、 自ら 学ぼう と し ている 。 基本的な寸法記入につ
いて理解し ている 。 興味・ 関心を も ち， 関連知識と 技能の習得に意欲的に取り 組んでい
る 。

○ ○ ○ 21

第５ 章　 簡単な器具・ 機械の設計製図
設計製図： 「 豆ジャ ッ キの設計製図」

合計

・ 製作図のかき 方や検図の仕方， およ び図面の管理
等について理解し ている 。
・ 実践的な関連知識や技能を 身につけている 。
・ 主投影面（ 図） の選び方や配置， 各種の断面図示
等について理解し ている 。
・ 実践的な関連知識や技能を 身につけている 。
・ 基本的な寸法記入等について 理解し ている 。

【 知識・ 技能】
　 製作図のかき 方や検図の仕方， およ び図面の管理等について理解し ている 。 基本的な
寸法記入等について理解し ている 。
【 思考・ 判断・ 表現】
　 線を 正し く 表せている かを 自ら 判断でき る 。 基本的な寸法記入等について理解し てい
る 。 適切に思考・ 判断し ， 関連知識と 技能( 表現） を 製図に活用し ている 。
【 主体的に学習に取り 組む態度】
　 製作図を 読み取る 力の向上を 目指し 、 自ら 学ぼう と し ている 。 基本的な寸法記入につ
いて理解し ている 。 興味・ 関心を も ち， 関連知識と 技能の習得に意欲的に取り 組んでい
る 。

○ ○ ○

３
学
期

3

第５ 章　 簡単な器具・ 機械の設計製図
設計製図： 「 豆ジャ ッ キの設計製図」

・ こ れま で学んでき た機械製図に関す
る 知識や技術と 機械設計で学んだ知識
と を 融合化し ， 簡単な器具・ 機械の設
計製図の要点・ 手法について学習す
る 。
・ 器具の設計製図例と し て， 豆ジャ ッ
キの設計から 製作図の作成ま でを学習
する 。

【 知識・ 技能】
　 豆ジャ ッ キを 題材と し た設計手順や各部の強度計算など について理解し ている 。 機構
の決定や主要部の計算処理など の実践的な手法を 身につけている 。 設計書を 基に， それ
ぞれの製作図を 作成する こ と ができ る 。
【 思考・ 判断・ 表現】
　 豆ジャ ッ キを 題材と し た， 設計手順や各部の強度計算など に適切に思考・ 判断し ， 機
構の決定や主要部の計算処理など に知識を 活用でき る 。
【 主体的に学習に取り 組む態度】
　 豆ジャ ッ キを 題材に， 設計手順や各部の強度計算等に興味・ 関心を も ち， 機構の決定
や主要部の計算処理など の関連知識や技能の習得に意欲的に取り 組んでいる 。 さ ら に，
設計書を 基に， 製作図の作成に意欲的に取り 組んでいる 。

○ ○ ○ 3

第６ 章　 各種の製図
製作図： 「 フ ラ ンジ型たわみ軸継手」



年間授業計画

墨田工科高等学校  教科  科目
教　 科： 科　 目： 単位数： 単位

対象学年組： 第 3 学年 1 組～ 組

使用教科書： （ ）

教科 の目標：

【 思考力、 判断力、 表現力等】

【 学びに向かう 力、 人間性等】

科目 の目標：

３
学
期

3

第7章　 砥粒加工
　 2　 研　 削

・ 切り く ずが生成する 過程や切れ刃の
自生作用， およ び研削作用を 理解さ せ
る 。 ま た， いろ いろ な研削盤， 研削方
式， 研削条件を 把握さ せる 。

【 知識・ 技能】
　 も のづく り の中で， 研削を適切に活用でき る よ う に理解し てい
る 。 研削抵抗や研削油剤の働き について理解し ている 。
【 思考・ 判断・ 表現】
　 研削の原理を理解し ， 切削と の違いを 切り く ずが生成さ れる 過程
や切れ刃の自生作用等を用いて説明する こ と ができ る 。
【 主体的に学習に取り 組む態度】
　 各種の研削の原理やし く みに関心を持ち， 意欲的に学習に取り 組
も う と し ている 。

○ ○ ○ 3

第7章　 砥粒加工
　 1　 砥粒加工の分類

○ ○

定期考査
○ ○

3

・ いろ いろ な工作法と の対比のなかで
砥粒加工に共通する 特徴を 理解さ せ，
こ れら を 適切に活用でき る 能力を 身に
付けさ せる 。

【 知識・ 技能】
　 砥粒加工における 研削と 研磨の違いを 分類でき る 。 砥粒加工で可
能な表面粗さ の範囲を 理解し ， ほかの機械加工と の違いを 理解し て
いる 。
【 思考・ 判断・ 表現】
　 ・ 砥粒加工の種類について， プリ ント にま と めたり ， 説明する こ
と ができ る 。
【 主体的に学習に取り 組む態度】
　 砥粒加工に関心を持ち， 砥粒加工の種類と 特徴を理解し よ う と 意
欲的に学習に取り 組んでいる 。

○ ○ ○

6

定期考査
○ ○

第6章　 切削加工
　 4　 切削理論
　 5　 工作機械の構成と 駆動装置

・ 切削のし く みを 理解さ せ， 切削にと
も なう 種々の現象と その対応策を 把握
さ せ， 好ま し い切削を 行う 能力を 身に
付けさ せる 。
・ 工作機械の構造を 把握さ せ， 好ま し
い取り 扱いかたを 身に付けさ せる 。

【 知識・ 技能】
　 切削のし く みを 理解し ， 切削にと も なう 種々の事象や現象の対処
のし かたを理解し ている 。
【 思考・ 判断・ 表現】
　 切削にと も なう 種々の事象や現象の原因を 説明する こ と ができ
る 。 切り く ずの種類や状態について説明する こ と ができ る 。
【 主体的に学習に取り 組む態度】
　 切削にと も なう 種々の事象や現象に関心を 持ち， こ れら をさ ま ざ
ま な場面で活用し よ う と 意欲的に学習に取り 組んでいる 。

○

・ 切削加工中の工作機械の運動， およ
び各種切削工具によ る さ ま ざま な切削
加工作業， 工作機械と 切削工具と の関
係， 切削工具の種類と 特徴を 把握さ
せ， 各種の切削工具や工作機械を 適切
に活用でき る 能力を 身に付けさ せる 。

【 知識・ 技能】
　 各種の工作機械の名称， 基本的な構造， 加工内容を 把握し ， も のづく り の場面で活用で
き る よ う に理解し ている 。 切削工具各部の名称を 把握し ， 最適な切削ができ る よ う に， そ
の働き を 理解し ている 。
【 思考・ 判断・ 表現】
　 各種の工作機械が可能な加工内容を 説明する こ と ができ る 。 切削工具に共通する 各部の
名称と 働き を 説明する こ と ができ る 。
【 主体的に学習に取り 組む態度】
　 各種の工作機械の基本的な構造やし く みに関心を 持ち， 合理的に操作し て加工でき る よ
う にし ている 。

○ ○ ○ 3

35

２
学
期

第6章　 切削加工
　 1　 切削加工の分類

・ 切り く ず生成と ， 切削の３ 運動の概
要を 把握さ せて， 切削工具の刃部の働
き を 理解さ せる 。

【 知識・ 技能】
　 も のづく り の中で， 切削加工を 適切に活用でき る よ う に理解し ている 。 切り く ず生成
と ， 切削の３ 運動の概要を 把握し ， 切削工具の刃部の働き を 理解し ている 。
【 思考・ 判断・ 表現】
　 切削加工の概要について， プリ ン ト にま と めたり ， 説明する こ と ができ る 。 身近な製品
を も と にし て， 切削加工の特徴を 説明する こ と ができ る 。
【 主体的に学習に取り 組む態度】
　 切削加工の特徴を ， 身近な製品に関心を 寄せ， その観察によ っ て理解し よ う と し てい
る 。 切削加工の原理に関心を 持ち， 意欲的に学習に取り 組も う と し ている 。

○ ○ ○ 3

第6章　 切削加工
　 2　 おも な工作機械と 切削工具

合計

第6章　 切削加工
　 3　 切削工具と 切削条件

・ 切削工具材料に求めら れる 性質， 種
類と 特徴を 把握さ せる 。 切削条件の選
定のし かたを 理解さ せ， 切削工具を 適
切に選定し て有効に活用でき る 能力を
身に付けさ せる 。

【 知識・ 技能】
　 各種の切削工具材料の特徴や留意点を 把握し ， 適切に選択でき る
よ う 理解し ている 。
【 思考・ 判断・ 表現】
　 切削工具材料に求めら れる 条件を 説明でき る 。
【 主体的に学習に取り 組む態度】
　 切削工具材料に関心を持ち， 意欲的に学習に取り 組も う と し てい
る 。
　 最適な切削を目指し ， 切削条件を 定めら れる よ う に意欲的に学習
に取り 組も う と し ている 。

○ ○ ○

定期考査
○ ○

3

第5章　 塑性加工
　 6　 型を 用いた成形法

・ 射出成形， 粉末冶金の特徴およ び留
意事項を 理解さ せ， それら を 適切に活
用でき る 能力を 身に付けさ せる 。

【 知識・ 技能】
　 射出成形， 粉末冶金の原理， 特徴およ び留意事項を 理解し てい
る 。 射出成形， 粉末冶金が適用さ れる 場面を 理解し ている 。
【 思考・ 判断・ 表現】
　 射出成形， 粉末冶金について， その特徴を ふま えた活用法を 説明
する こ と ができ る 。
【 主体的に学習に取り 組む態度】
　 型を用いた成形法のそれぞれの特徴を ， 身近な製品に関心を 寄
せ， その観察によ って理解し よ う と し ている 。

○ ○ ○ 3

第5章　 塑性加工
　 5　 その他の塑性加工

・ 圧造， 転造， ス ピ ニン グ加工の特
徴， およ び留意事項を 理解さ せ， それ
ら を 適切に活用でき る 能力を 身に付け
さ せる 。

【 知識・ 技能】
　 圧造， 転造， ス ピ ニング加工の特徴， およ び留意事項を 理解し て
いる 。 転造と 切削加工でつく ら れた製品の違いを 理解し ている 。 ス
ピ ニング加工が適用さ れる 場面を理解し ている 。
【 思考・ 判断・ 表現】
　 各種の塑性加工法について， その特徴をふま えた活用法を説明す
る こ と ができ る 。
【 主体的に学習に取り 組む態度】
　 その他の塑性加工のそれぞれの特徴を ， 身近な製品に関心を 寄
せ， その観察によ って理解し よ う と し ている 。

○ ○ ○

第5章　 塑性加工
　 3　 プレ ス 加工
　 4　 鍛　 造

・ プレ ス 加工の種類， 特徴， 留意事項
など を 把握し ， プレ ス 加工を 適切に活
用でき る 能力を 身に付けさ せる 。
・ 鍛造の種類， 特徴， 留意事項など を
把握さ せ， 鍛造を 適切に活用でき る 能
力を 身に付けさ せる 。

【 知識・ 技能】
　 プレ ス 加工の種類， 特徴， 留意事項など を 把握し ， プレ ス 加工を 適切に活用でき る よ う
に理解し ている 。 鍛造の種類， 特徴， 留意事項など を 把握し ， 鍛造を 適切に活用でき る よ
う に理解し ている 。
【 思考・ 判断・ 表現】
　 プレ ス 加工で行われる せん断， 曲げ， 絞り の概要について， 説明する こ と ができ る 。 鍛
造の特徴を ふま え， その活用法を 説明する こ と ができ る 。
【 主体的に学習に取り 組む態度】
　 プレ ス 加工の特徴を ， 身近な製品に関心を 寄せ， その観察によ っ て理解し よ う と し てい
る 。 鍛造の特徴を ， 身近な製品に関心を 寄せ， その観察によ っ て理解し よ う と し ている 。

○ ○ ○

工業（ 機械） 機械工作
工業（ 機械） 機械工作 1

機械工作

【 知識及び技能】 【 思考力、 判断力、 表現力等】 【 学びに向かう 力、 人間性等】

実教出版　 機械工作１ 　 工業708　 、 機械工作２ 　 工業708　

工業（ 機械）

【  知　 識　 及　 び　 技　 能 】 工業の各分野について体系的・ 系統的に理解する と と も に、 関連する 技術を 身に付ける よ う にする 。

工業に関する 課題を 発見し 、 職業人に求めら れる 倫理観を 踏ま え合理的かつ創造的に解決する 力を 養う 。

職業人と し て必要な豊かな人間性を 育み、 よ り よ い社会の構築を 目指し て自ら 学び， 工業の発展に主体的かつ協働的に取り 組む態度を 養う 。

機械工作に関する 学習を 通し て基礎的な知識と 技術を 理解し 、 工
業の発展と 調和のと れたあり かたや現代社会における 工業の意義
や役割を 理解し ている 。 ま た、 その成果と し て、 も のづく り での
いろ いろ な場面で問題解決を 試みる こ と ができ る よ う に相互に関
連さ せて理解し ている 。

機械工作に関する 諸問題の解決を めざし て自ら 思考
を 深め、 基礎的基本的な知識と 技術を活用し て適切
に判断し 、 創意工夫する 能力を 身に付けている 。 ま
た、 その成果を 適切に表現する こ と ができ る 。

身近な製品に関心を 払う など し て、 機械工作に関す
る 基礎的な知識と 技術に関心を 持ち、 その習得に向
けて意欲的に取り 組むと と も に実際に活用し よ う と
する 創造的実践的な態度を 身に付けている 。

態
配当
時数

１
学
期

第5章　 塑性加工
　 1　 塑性加工の分類
　 2　 素材の加工

・ 塑性加工の特徴と 一次加工， 二次加工に
よ る 違い， その分類を理解さ せる 。
・ 板材， 棒材， 管材など の素材の圧延加
工， 押出し ・ 引抜き 加工の概要， 加工装置
のし く みについて理解さ せ， 素材の成り 立
ちを知る こ と でそれら を適切に活用でき る
能力を身に付けさ せる 。

【 知識・ 技能】
　 さ ま ざ ま な塑性加工を 一次加工と 二次加工に分類でき る 。 板材， 棒材， 管材など の素材
の圧延加工， 押出し ・ 引抜き 加工の概要， 加工装置のし く みについて理解し ている 。
【 思考・ 判断・ 表現】
　 塑性加工の概要について， プリ ン ト にま と めたり ， 説明する こ と ができ る 。 板材や棒材
の圧延のし く み， 押出し ・ 引抜き 加工についてま と め， 説明する こ と ができ る 。
【 主体的に学習に取り 組む態度】
　 塑性加工に関心を 持ち， 意欲的に学習に取り 組も う と し ている 。 身近な製品の素材加工
に関心を 寄せ， その観察によ っ て理解し よ う と し ている 。

○ ○ ○ 4

単元の具体的な指導目標 指導項目・ 内容 評価規準 知 思

4



年間授業計画

墨田工科高等学校  教科  科目
教　 科： 科　 目： 単位数： 単位

対象学年組： 第 3 学年 1 組～ 組

使用教科書： （ ）

教科 の目標：

【 思考力、 判断力、 表現力等】

【 学びに向かう 力、 人間性等】

科目 の目標：

３
学
期

70

合計

第６ 章　 軸・ 軸継手

 ２ ． キー・ ス プラ イ ン

・ キー・ ス プラ イ ン・ セレ ーショ ン・
ピ ン・ フリ ク ショ ンジョ イ ント など の
構造・ 用途について理解さ せ， 軸と 回
転部分の締結にあたって適切な選択が
でき る よ う にさ せる 。

【 知識・ 技能】
　 キーやス プラ イ ン の種類と 用途を 理解し ， 軸の径に応じ たキ ーの寸法を JI S規格から
選定する こ と ができ る 。
【 思考・ 判断・ 表現】
 キ ーに加わる 荷重の計算を も と に規格から 選択する こ と ができ る 。 ス プラ イ ン など の
使用方法や用途を 考える 力を 身に付けている 。
【 主体的に学習に取り 組む態度】
 第3章のせん断荷重と の関わり を 認識し ， 軸に対応する キーなど の選定に関心を も と
う と し ている

○ ○ ○ 5

第６ 章　 軸・ 軸継手

 1. 　 軸

定期考査
○ ○

・ いろいろの種類の軸が用途を考慮し
て用いら れている こ と を理解さ せる 。
・ 動力伝達のための軸の計算方法を 知
り ， 適切な材質・ 規格寸法の選択方法
を 修得さ せる 。

【 知識・ 技能】
　 軸に作用する 動力， ねじ り ， 曲げを 考察し ， 適切な方法で軸の直径を 求め， 規格か
ら 軸を 選択でき る 知識を 身に付けている 。
【 思考・ 判断・ 表現】
 軸設計上の留意事項を 踏ま え， 軸が受ける 荷重や断面形状を 考慮し て軸径の求めかた
を 考える 力を 身に付けている 。
【 主体的に学習に取り 組む態度】
 軸の種類と 特徴を 認識し ， 軸に働く 力， 軸の変形， 強度・ 剛性など を 理解し よ う と し
ている 。

○ ○ ○

8

定期考査
○ ○

第５ 章　 ね　 じ

  2. 　 ねじ に働く 力と 強さ

・ 既習の力学の発展的学習と し て， ね
じ を斜面に対比し て理解さ せる 。
・ ねじ の締付けト ルク の計算法やボル
ト に働く 力の種類に応じ た， ボルト の
大き さ の計算法を理解さ せる 。
・ ねじ のはめあい長さ の決めかたにつ
いて理解さ せる 。

【 知識・ 技能】
　 ねじ の原理を 理解し ， ねじ に働く 力から ボルト の大き さ の算出， 適切なねじ の選択
ができ ， 実際に使用する と き の留意点を 身に付けている 。
【 思考・ 判断・ 表現】
  ねじ の使用状況を 判断し て， ボルト の大き さ を 決める こ と ができ ， はめあ い長さ や
緩み止めについて考える 力を 身に付けている 。
【 主体的に学習に取り 組む態度】
 ねじ が受ける 荷重や， ねじ り を 受ける ねじ の強さ に関心を も ち， 荷重に耐え る ボルト
の太さ について理解し よ う と し ている 。

○ ○ ○

5

２
学
期

第４ 章　 安全・ 環境と 設計

 　 ２ ． 倫理観を踏ま えた設計

・ 技術者に倫理観が求めら れる 理由を
製品が社会に及ぼす影響の視点等から
具体的事例をも と に考察さ せる 。

【 知識・ 技能】
　 設計にたずさ わる 技術者には， 高度な倫理観と すぐ れた知識や技術が求めら れてい
る こ と を 理解し て， その考えかたを 身に付けている 。
【 思考・ 判断・ 表現】
 製品が社会に及ぼす影響について， 実際に起き ている 事例を 通し て技術者倫理の視点
から 考えている 。
【 主体的に学習に取り 組む態度】
 技術者が良心に基づいて設計・ 製作する こ と が技術者倫理であ る こ と を 理解し よ う と
し ている 。

○ ○ ○ 8

第４ 章　 安全・ 環境と 設計

 　 3. 環境に配慮し た設計

第５ 章　 ね　 じ

  1. 　 ねじ の用途と 種類

・ 具体例を提示する などし て， ねじ の
種類と 各部の名称， 各種のねじ の特徴
を 把握さ せ， 用途を 理解さ せる 。
・ ねじ の山がどのよ う につく ら れてい
る かを考察さ せ， ねじ の基本について
理解さ せる 。

【 知識・ 技能】
　 ねじ の基本・ 種類・ 用途を 理解し ， リ ード ， リ ード 角， ピ ッ チ， ねじ の条数の関係
を 理解し ている 。
【 思考・ 判断・ 表現】
  ねじ の山の特徴を 理解し ， 用途に応じ てど のよ う なねじ を 使用し たら よ いかを 判断
し ， 規格から ねじ を 選択する 力を 身に付けている 。
【 主体的に学習に取り 組む態度】
 ねじ に関心を も ち， ねじ の構造や種類・ 用途について探究し ， 理解し よ う と し てい
る 。

○ ○ ○ 8

定期考査
○ ○

○ ○ ○

・ 地球上の資源には， かぎり がある こ
と を理解さ せる 。
・ 環境に配慮し た設計と し て， 資源再
利用の観点から 製品の製造から 廃棄ま
でのラ イ フサイ ク ルを把握さ せる 。
・ 環境技術を活用し た製造に関心を も
たせ， それら の技術について考察さ せ
る 。

【 知識・ 技能】
　 実際の製品の中に活かさ れている 環境負荷への配慮やラ イ フ サイ ク ル設計の考え か
たを 理解し ている 。
【 思考・ 判断・ 表現】
 製品全体のラ イ フ サイ ク ルを 視野に入れ， 循環型社会， エネルギーの有効利用， 環境
の保全を 理解し ， 廃棄物を 少なく する 設計について考え ている 。
【 主体的に学習に取り 組む態度】
 資源やエネルギーの有限性を 正し く 理解し ， 環境への負荷を 最小にする 設計上の知識
や方法を 探究し ， 理解し よ う と し ている 。

○ ○ ○ 8

第３ 章　 材料の強さ
 
 　 7. 　 ねじ り

・ ねじ り がせん断である こ と を理解さ
せる 。 断面二次極モーメ ント と 極断面
係数の計算方法を習得さ せる 。

【 知識・ 技能】
　 断面二次極モーメ ン ト と 極断面係数の概念を 理解し ， ねじ り を 受ける 軸のせん断応
力やねじ り 応力， ねじ れ角の計算ができ る 。
【 思考・ 判断・ 表現】
  ねじ り がせん断作用であ る こ と を 理解し ， 曲げの場合と 同様に考え る 力を 身に付け
ている 。
【 主体的に学習に取り 組む態度】
 軸が回転動力を 伝達する と き ， ど んな力が働く かを 推測し たり ， 軸に生じ る 応力や変
形について探究し ， 理解し よ う と し ている 。

○ ○ ○

定期考査
○ ○

7

第４ 章　 安全・ 環境と 設計

 　 １ ． 安全・ 安心と 設計

・ 信頼性と メ ンテナンス の関わり につ
いて理解さ せる 。
・ 信頼性， 安全性， 利用者のそれぞれ
に配慮し た設計について理解さ せ， 具
体的事例を通し て考察さ せる 。

【 知識・ 技能】
　 信頼性や安全性を 高める ため， 広い視野に立っ た幅広い知識や設計法を 理解し ， そ
れを 製品設計に活用でき る 基礎的な力を 身に付けている 。
【 思考・ 判断・ 表現】
  安全で安心な製品を 設計する ために， 高い信頼性・ 信頼度が重要であ る こ と を 考え
ている 。 身近な具体例を 示し て， 信頼性や安全性を 高める 方法について考え ている 。
【 主体的に学習に取り 組む態度】
 機械の安全に関心を も ち， 安全で安心な製品を 設計する 知識や設計法を 理解し ， 探究
し よ う と し ている 。 ま た， 利用者に配慮し た設計の必要性を 理解し ， その方法を 探究
し よ う と し ている 。

○ ○ ○ 7

第３ 章　 材料の強さ
 
 　 8. 　 座　 屈

・ 細長い部材に圧縮力が加わる と き 曲
折し て破壊する こ と がある こ と を理解
さ せ， それを防ぐ 断面形状を考えさ せ
る 。

【 知識・ 技能】
　 柱に発生する 座屈の原因を 理解し ， オイ ラ ーの式， ラ ン キ ン の式によ る 長柱の設計
の概要を 身に付けている 。
【 思考・ 判断・ 表現】
 細長い部材（ 柱） に圧縮力が加わる と き 曲折し て破壊する 現象や原因を 理解し ， 座屈
を 防ぐ 柱の形状を 考えている 。
【 主体的に学習に取り 組む態度】
 柱に発生する 座屈に関心を も ち， 原因や対策について探究し よ う と し ている 。

態
配当
時数

１
学
期

第３ 章　 材料の強さ

  6. 　 はり の曲げ

・ はり に生ずる せん断力と 曲げモーメ
ント を理解さ せる 。
・ せん断力図と 曲げモーメ ント 図のつ
く り かたと 断面二次モーメ ント と 断面
係数の計算方法を習得さ せる 。

【 知識・ 技能】
　 はり に生じ る せん断力と 曲げモーメ ン ト ・ 曲げ応力を 求める 方法を 理解し ， せん断
力図と 曲げモーメ ン ト 図を 描く こ と ができ る 。 はり の断面形状・ 寸法に応じ た， たわ
みを 計算でき る 。 断面二次モーメ ン ト の定義と 曲げモーメ ン ト の関係を 理解し てい
る 。
【 思考・ 判断・ 表現】
  曲げ応力， 断面二次モーメ ン ト ， 断面係数の関係式よ り ， 適切なはり について考え
る 力を 身に付けている 。
【 主体的に学習に取り 組む態度】
 曲げを 受ける 機械や構造物の部材の強さ に関心を も ち， はり に生じ る 応力や変形につ
いて探究し ， 実例について考察し よ う と し ている 。

○ ○ ○ 7

単元の具体的な指導目標 指導項目・ 内容 評価規準 知 思

7

定期考査
○ ○

機械設計の各分野について、 基礎的な知識と 技術を
体系的・ 系統的に身に付け、 社会環境に適し た機械
設計の意義や役割を 理解し ている 。

機械設計に関する 課題を 発見し 、 倫理観を 踏ま えた
思考・ 判断力に基づいて、 合理的かつ創造的に課題
について考え、 その成果を 的確に表現する 力を身に
付ける 。

機械設計に関する 諸事象について関心を も ち、 社会
の改善・ 向上を 目指し て、 自ら 学び、 工業の発展に
主体的・ 協働的な態度およ び創造的・ 実践的な態度
を 身に付けよ う と し ている 。

実教出版　 機械設計１ 　 工業710、 機械設計２ 　 工業711

工業（ 機械）

【  知　 識　 及　 び　 技　 能 】 工業の各分野について体系的・ 系統的に理解する と と も に、 関連する 技術を 身に付ける よ う にする 。

工業に関する 課題を発見し 、 職業人に求めら れる 倫理観を 踏ま え合理的かつ創造的に解決する 力を 養う 。

職業人と し て必要な豊かな人間性を育み、 よ り よ い社会の構築を目指し て自ら 学び， 工業の発展に主体的かつ協働的に取り 組む態度を養う 。

工業（ 機械） 機械設計
工業（ 機械） 機械設計 2

機械設計

【 知識及び技能】 【 思考力、 判断力、 表現力等】 【 学びに向かう 力、 人間性等】



年間授業計画

墨田工科高等学校  教科  科目
教　 科： 科　 目： 単位数： 単位

対象学年組： 第 3 学年 1 組～ 組

使用教科書： （ ）

教科 の目標：

【 思考力、 判断力、 表現力等】

【 学びに向かう 力、 人間性等】

科目 の目標：

工業（ 機械） 原動機
工業（ 機械） 原動機 2

実教出版　 原動機　 工業763

工業（ 機械）

【  知　 識　 及　 び　 技　 能 】 原動機にかかわる 基礎的な知識や技術への関心と 、 その習得に意欲があ り 、 合理的な生産方法を 企画し 、 実際に活用し よ う と し ている 。

原動機にかかわる 問題点を 把握し て分析し 、 それに対処する ために、 こ れま でに修得し た知識や技術など を 活用すと と も に、 そこ で得た知識や経験を 基にし た発表を 行う こ と ができ る 。

原動機のかかわる 基礎的な知識や技術について関心を 持ち、 自ら 学び、 工業の発展に主体的・ 協力的な態度を 育み、 主体的に学習に取り 組も う と し ている 。

○ ○ ○ 1

原動機

【 知識及び技能】 【 思考力、 判断力、 表現力等】 【 学びに向かう 力、 人間性等】

原動機の基礎的な知識や技術の理解はも と よ り ， 社会のいろ いろ
な場面での問題解決を 試みる こ と ができ る よ う にそれら を 相互に
関連さ せて理解し ている 。 ま た， 原動機にかかわる 知識や技術を
いろ いろ な場面で活用でき る 。

原動機にかかわる さ ま ざ ま な事象やそれぞれの問題点を
把握し て分析し ， それら に対処する ために， こ れま でに
習得し た知識や技術など を 活用する こ と ができ る 。 ま
た， 解決する 考え方やその方策を 論理的かつ創造的に表
現する こ と ができ る 。

原動機にかかわる 基礎的な知識や技術への関心と ， その
習得に意欲があ り ， 主体的に学習する こ と ができ る 。 ま
た， 既存の知識・ 技術と 新たに学習し た事柄を ま と め
て， 合理的な生産方法を 考え， 実際に活用し よ う と し て
いる 。

態
配当
時数

１
学
期

第３ 章
内燃機関のあら ま し
・ 内燃機関の分類と 利用

・ 内燃機関の種類と 分類を概観さ せ，
その適切な利用法を把握さ せる 。

【 知識・ 技術】
・ 概観し た内燃機関の適切な 活用方法を 理解し ている 。
【 思考・ 判断・ 表現】
概観し た内燃機関の適切な活用例を 説明する こ と ができ る 。
【 主体的に学習に取り 組む態度】
概観し た内燃機関の適切な活用方法を 把握し よ う と し ている 。

○ ○ ○ 10

単元の具体的な指導目標 指導項目・ 内容 評価規準 知 思

定期考査

12

熱機関の基礎
・ 温度と 熱量　 ・ 熱エネルギーと 仕事

・ 熱機関のサイ ク ルと 熱効率を 理解さ
せて， 熱機関を 有効に活用でき る よ う
にする ために， 熱に関する いろ いろ な
現象を 定性的に把握さ せ， さ ら に変化
にと も なう いろ いろな量を定量的に扱
える よ う に理解さ せる 。

【 【 知識・ 技術】
・ 基概観し た内燃機関の適切な活用方法を 理解し ている 。
【 思考・ 判断・ 表現】
・ 気体の基本的な性質を 把握し ， 状態変化と 状態量， 熱機関のサ
イ ク ルと 熱効率など を 理解し て， こ れら のいろ いろ な場面での活
用方法を 説明する こ と ができ る 。
【 主体的に学習に取り 組む態度】
・ 気体の基本的な性質を 把握し ， 状態変化と 状態量， 熱機関のサ
イ ク ルと 熱効率など の関係を 理解し て， こ れら を いろ いろ な 場面
で活用し よ う と 探求し ている 。

○ ○ ○

1
定期考査

○ ○ ○



２
学
期

○

【 知識・ 技能】
・ レ シプロ エン ジン の運転・ 性能と その試験方法など を 把握し ，
それら を 理解し てレ シプロ エン ジン の適切な 活用方法を 把握し て
いる 。
【 思考・ 判断・ 表現】
・ レ シプロ エン ジン の運転・ 性能と その試験方法など を 把握し
て， それら を 理解し て， レ シ プロ エン ジン の適切な活用方法を 説
明する こ と ができ る 。
【 主体的に学習に取り 組む態度】
・ レ シプロ エン ジン の運転・ 性能と その試験方法など を 把握し ，
それら を 理解し て， レ シプロ エン ジン を 適切に活用し よ う と 学習
し て いる 。

○ ○

○ ○

○

・ 熱レ シプロ エン ジン の運転と 性能や
運転にと も なう さ ま ざま な損失など を
把握さ せる 。

○ 1

レ シプロ エン ジンの構造 ・ 作動中のレ シプロ エンジン 各部の相
互の作動と ， それが性能に及ぼす影響
について理解でき る よ う に， 各部の構
造と 機能を把握さ せる 。

【 知識・ 技能】
・ レ シプロ エン ジン の構造と 各部の機能を 把握し ， エン ジン 各部
の動作と 燃料・ 吸気・ 燃焼・ 排気など と の関係も 理解し ， いろ い
ろ な 場面での活用方法を 把握し ている 。
【 思考・ 判断・ 表現】
・ レ シプロ エン ジン の構造と 各部の機能を 把握し て， エン ジ ン 各
部の動作と 燃料・ 吸気・ 燃焼・ 排気など と の関係も 理解し て い
る 。
【 主体的に学習に取り 組む態度】
・ レ シプロ エン ジン の構造と 各部の機能を 把握し ， エン ジン 各部
の動作と 燃料・ 吸気・ 燃焼・ 排気など と の関係も 理解し ている 。

○ ○ ○ 12

定期考査

3

定期考査
○ ○

11

第３ 章
レ シプロ エン ジンの作動原理と 熱効率

・ レ シプロ エン ジンの作動原理と ， そ
れが理論熱効率に及ぼす影響を 理解さ
せる 。

【 【 知識・ 技術】
・ 各種のレ シプロ エン ジン の作動原理を 把握し
て， 各エンジン のサイ ク ルと 熱効率など の関係を
理解ができ る 。
【 思考・ 判断・ 表現】
・ 各種のレ シプロ エン ジン の作動原理を 把握し
て， 各エンジン のサイ ク ルと 熱効率など の関係を
理解ができ る 。
【 主体的に学習に取り 組む態度】
各種のレ シプロ エン ジンの作動原理を 把握し て，
各エンジンのサイ ク ルと 熱効率など の関係を 理解
し ， いろ いろ な場面で活用し よ う と 探求し てい
る 。

1

第３ 章
レ シプロ エン ジンの性能と 運転

○ ○

○



1○ ○ ○

合計

○

定期考査

70

３
学
期

7

第３ 章
ガス タ ービ ン

・ ガス タ ービ ン の作動原理， 構造， 用
途など を把握さ せ， さ ら に基本サイ ク
ルを 理解さ せる 。

【 知識・ 技能】
・ ガス タ ービ ン の作動原理・ 構造・ 用途
【 思考・ 判断・ 表現】
・ ガス タ ービ ン の作動原理・ 構造・ 用途を 把握し て， サイ ク ルと
熱効率の関係を 理解し て性能向上方法を 探求し ， こ れら のいろ い
ろ な 場面での活用方法を 説明する こ と ができ る 。
【 主体的に学習に取り 組む態度】
・ ガス タ ービ ン の作動原理・ 構造・ 用途を 把握し ， サイ ク ルと 熱
効率の関係を 理解し て性能向上方法を 探求し ， こ れら を いろ いろ
な場面で活用し よ う と 学習し ている 。

○ ○ ○ 10

第３ 章
レ シプロ エン ジンの性能と 運転

・ 熱レ シプロ エン ジン の運転と 性能や
運転にと も なう さ ま ざま な損失など を
把握さ せる 。

【 知識・ 技能】
・ レ シプロ エン ジン の運転・ 性能と その試験方法など を 把握し ，
それら を 理解し てレ シプロ エン ジン の適切な 活用方法を 把握し て
いる 。
【 思考・ 判断・ 表現】
・ レ シプロ エン ジン の運転・ 性能と その試験方法など を 把握し
て， それら を 理解し て， レ シ プロ エン ジン の適切な活用方法を 説
明する こ と ができ る 。
【 主体的に学習に取り 組む態度】
・ レ シプロ エン ジン の運転・ 性能と その試験方法など を 把握し ，
それら を 理解し て， レ シプロ エン ジン を 適切に活用し よ う と 学習
し て いる 。

○ ○



年間授業計画

墨田工科高等学校  教科  科目
教　 科： 科　 目： 単位数： 単位

対象学年組： 第 3 学年 1 組～ 組

使用教科書： （ ）

教科 の目標：

【 思考力、 判断力、 表現力等】

【 学びに向かう 力、 人間性等】

科目 の目標：

各種機械や部品の製作に使用さ れる 図面などの作成
に関する 基礎的・ 基本的な知識と 技術を習得する と
と も に， 各種機械や部品の製作に使用さ れる 図面等
の役割や作図法， 図面などを 正し く 読み， 作成でき
る 力を身につけている 。

各種機械や部品の製作に使用さ れる 図面など の作成
における 諸問題を的確に把握（ 分析） し ， 考察を 深
める と と も に， 機械製図に関する 知識と 技術を活用
し ながら 表現する 力を身につけている 。

各種機械や部品の製作に使用さ れる 図面など を作成
する こ と に興味・ 関心を も ち， 機械製図の意義や役
割の理解およ び諸問題の解決を目指し て， 主体的に
学習に取り 組も う と し ている 。

態
配当
時数

１
学
期

CADシス テム
　 二次元CADソ フ ト のAutoCADを 用い
て、 CADシス テム の役割及び構成につい
て習得する 。

二次元CADソ フ ト のAut oCADを用いて、
初級CAD検定に向けた（ 実技・ 筆記）
を指導する 。
Aut oCADの基本操作

【 知識・ 技術】

・ Ｃ Ａ Ｄの役割やシステム構成， 活用例等について理解し ている 。
・ 実践的な技能・ 表現力を身につけている 。
【 思考・ 判断・ 表現】

・ Ｃ Ａ Ｄの役割やシステム構成， 活用例等に適切に思考・ 判断し ， CADを用いた図面の作成
に活用し ている 。

【 主体的に学習に取り 組む態度】
・ Ｃ Ａ Ｄの役割やシステム構成， 活用例等に興味
・ 関心をも ち， CADの活用に意欲的に取り 組んでいる 。

○ ○ 2

単元の具体的な指導目標 指導項目・ 内容 評価規準 知 思

8

なし

工業（ 機械） 選択（ CAD実習）

工業（ 機械） 選択（ CAD実習） 2

選択（ CAD実習）

【 知識及び技能】 【 思考力、 判断力、 表現力等】 【 学びに向かう 力、 人間性等】

自校作成資料

工業（ 機械）

【  知　 識　 及　 び　 技　 能 】 各種機械や部品の製作に使用さ れる 図面等の役割や作図法， 図面などを 正し く 読み， 作成でき る 力を 身につける 。

機械製図に関する 知識と 技術を活用し ながら 表現する 力を 身につける 。

機械製図の意義や役割の理解およ び諸問題の解決を 目指し て， 主体的に学習に取り 組も う と し ている 。

二次元CAD
　 提示さ れた課題を 、 二次元CADソ フ ト
のAut oCADを用いて製作図の作成を 行
う 。
　 二次元CADの基本である オフ セッ ト 、
ト リ ム 、 ミ ラ ーの使い方と 考え方を習
得する 。

Aut oCADを 用いて、 CADの基本的操作及
び取り 扱いについて指導する 。

【 知識・ 技術】
・ 二次元Ｃ Ａ Ｄの機能や基本操作， 活用等について理解し ている 。

・ 実践的な技能・ 表現力を身につけている 。
【 思考・ 判断・ 表現】
・ 二次元Ｃ Ａ Ｄの機能や基本操作， 活用等に適切に思考・ 判断し ， 関連知識や技能

・ 表現（ 力） をCADを用いた製図に活用し ている 。
【 主体的に学習に取り 組む態度】 ・ 二次元Ｃ Ａ Ｄ の機能や基本操作， 活用等に興味
・ 関心をも ち， 関連知識や技能の習得に意欲的に取り 組んでいる 。 ○ ○ ○

なし

20

二次元CAD
　 初級CAD検定の、 過去実技問題を 通じ
て、 CADの応用操作について指導する 。
　 初級CAD検定の、 過去学科問題を 通じ
て、 二次元CAD・ 3次元CADの用語や基本
知識の習得。

　 初級CAD検定の、 過去実技問題・ 学
科問題を通じ て、 二次元CAD・ 三次元
CADの考え方について指導する 。

【 知識・ 技術】
・ Ｊ Ｉ Ｓ 規格でのＣ Ａ Ｄ 用語やＣ Ａ Ｄ 製図に用いる 線
・ 文字等について理解し ている 。

・ 実践的な技能・ 表現力を身につけている 。
【 思考・ 判断・ 表現】
・ Ｊ Ｉ Ｓ 規格でのＣ Ａ Ｄ 用語やＣ Ａ Ｄ 製図に用いる 線

・ 文字等に適切に思考・ 判断し ， Ｃ Ａ Ｄ を用いた図面の作成・ 表現（ 力） をができ る 。
【 主体的に学習に取り 組む態度】
・ Ｊ Ｉ Ｓ 規格でのＣ Ａ Ｄ 用語やＣ Ａ Ｄ 製図に用いる 線

・ 文字等に興味・ 関心をも ち， Ｃ Ａ Ｄ を用いた図面の作成に意欲的に取り 組んでいる 。

○ ○ ○



　 sol i dworksでの製作図の作成におけ
る 操作方法、 押出、 押出カッ ト 、 フ ィ
レ ッ ト など の基本操作について指導す
る 。
　 課題を提示し て、 sol i dworksで製作
図の作成を行う 。

【 知識・ 技術】
・ Ｊ Ｉ Ｓ 規格でのＣ Ａ Ｄ 用語やＣ Ａ Ｄ 製図に用いる 線
・ 文字等について理解し ている 。

・ 実践的な技能・ 表現力を身につけている 。
【 思考・ 判断・ 表現】
・ Ｊ Ｉ Ｓ 規格でのＣ Ａ Ｄ 用語やＣ Ａ Ｄ 製図に用いる 線

・ 文字等に適切に思考・ 判断し ， Ｃ Ａ Ｄ を用いた図面の作成・ 表現（ 力） をができ る 。
【 主体的に学習に取り 組む態度】

・ Ｊ Ｉ Ｓ 規格でのＣ Ａ Ｄ 用語やＣ Ａ Ｄ 製図に用いる 線
・ 文字等に興味・ 関心をも ち， Ｃ Ａ Ｄ を用いた図面の作成に意欲的に取り 組んでいる 。

○ ○ ○ 4

２
学
期

三次元CAD
　 三次元CADソ フ ト のsol i dwor ksを 用い
て、 CADシス テム の役割及び構成につい
て習得する 。

　 二次元のAut oCADと 三次元の
sol i dwor ks違いと 、 活用方法について
指導する 。

【 知識・ 技能】
・ 三次元Ｃ Ａ Ｄの機能や基本操作， 活用等について理解し ている 。

・ 実践的な技能・ 表現力を身につけている 。

【 思考・ 判断・ 表現】

・ 三次元Ｃ Ａ Ｄの機能や基本操作， 活用等に適切に思考・ 判断し ， 三次元CADによ る 画像処
理の仕方に創意工夫がみら れる 。

【 主体的に学習に取り 組む態度】
・ 三次元Ｃ Ａ Ｄの機能や基本操作， 活用等に興味・ 関心をも ち， 三次元CADによ る 画像処理

等に意欲的に取り 組んでいる 。

○ ○ ○ 2

三次元CAD
　 三次元CADの基本操作の習得。
　 提示さ れた課題を 、 三次元CADソ フ ト
のsol i dworksを 用いて製作図の作成を
行う 。

三次元CAD
　 提示さ れた課題を 、 三次元CADソ フ ト
のsol i dworksを 用いて製作図の作成を
行う 。

　 課題を提示し て、 sol i dworksで製作
図の作成を行う 。
　 ３ 組程度のグループに分けて、 製作
図の作成を行う 。

【 知識・ 技術】

・ Ｊ Ｉ Ｓ 規格でのＣ Ａ Ｄ 用語やＣ Ａ Ｄ 製図に用いる 線
・ 文字等について理解し ている 。
・ 実践的な技能・ 表現力を身につけている 。

【 思考・ 判断・ 表現】
・ Ｊ Ｉ Ｓ 規格でのＣ Ａ Ｄ 用語やＣ Ａ Ｄ 製図に用いる 線
・ 文字等に適切に思考・ 判断し ， Ｃ Ａ Ｄ を用いた図面の作成・ 表現（ 力） をができ る 。

【 主体的に学習に取り 組む態度】
・ Ｊ Ｉ Ｓ 規格でのＣ Ａ Ｄ 用語やＣ Ａ Ｄ 製図に用いる 線

・ 文字等に興味・ 関心をも ち， Ｃ Ａ Ｄ を用いた図面の作成に意欲的に取り 組んでいる 。

○ ○ ○ 24

　

なし



70

合計

　 ２ 学期ま でに作成し た三次元モデル
のアッ センブリ の手順について指導す
る 。
　 三次元CADの活用方法と し て、 試作
品の動作確認がある こ と を指導する 。

【 知識・ 技術】
・ Ｊ Ｉ Ｓ 規格でのＣ Ａ Ｄ 用語やＣ Ａ Ｄ 製図に用いる 線

・ 文字等について理解し ている 。
・ 実践的な技能・ 表現力を身につけている 。
【 思考・ 判断・ 表現】

・ Ｊ Ｉ Ｓ 規格でのＣ Ａ Ｄ 用語やＣ Ａ Ｄ 製図に用いる 線
・ 文字等に適切に思考・ 判断し ， Ｃ Ａ Ｄ を用いた図面の作成・ 表現（ 力） をができ る 。

【 主体的に学習に取り 組む態度】
・ Ｊ Ｉ Ｓ 規格でのＣ Ａ Ｄ 用語やＣ Ａ Ｄ 製図に用いる 線
・ 文字等に興味・ 関心をも ち， Ｃ Ａ Ｄ を用いた図面の作成に意欲的に取り 組んでいる 。

○ ○ ○

なし

なし

３
学
期

10

三次元CAD
　 sol i dworksの活用方法と し て、 試作
品の動作確認がある 。 ２ 学期ま でに作
成し た三次元モデルを 、 パソ コ ン 上で
組み立てる こ と で、 実際の動き に則し
ている かを確認でき る こ と を学ぶ。


